
初
出
場
で
目
標
達
成「
十
七
位
」

第４９回全日本大学駅伝対校選手権
大会出場 駅伝競走部協賛金
納入状況報告� H２９.１１.30現在
区　　分 件数 　協賛金（円）

宗　 教　 界 69 6,990,000

企　　　 業＊ 46 3,320,000

館　　　 友 115 1,460,000

萼の会保護者 1 10,000

高等学校保護者 1 5,000

一　　　 般
（篤志家等） 29 380,000

本法人関係 8 1,210,000

合　　計 269 13,375,000

第４９回全日本大学駅伝対校選手権大会結果� H２９年１１月 ５ 日
順位 大 学 名 地区 記　　　　録
１ 神奈川大学 関東 ５時間１２分４９秒
２ 東 海 大 学 関東 ５時間１４分0７秒
3 青山学院大学 関東 ５時間１５分２２秒
４ 駒 澤 大 学 関東 ５時間１５分５９秒
５ 東 洋 大 学 関東 ５時間１６分２９秒
６ 中央学院大学 関東 ５時間１７分５９秒
７ 早稲田大学 関東 ５時間１９分0８秒
８ 帝 京 大 学 関東 ５時間１９分3９秒
９ 山梨学院大学 関東 ５時間２0分3２秒
１0 法 政 大 学 関東 ５時間２0分５９秒
１１ 國學院大學 関東 ５時間２１分２６秒
１２ 順天堂大学 関東 ５時間２１分3４秒
１3 城 西 大 学 関東 ５時間２２分3１秒
１４ 大東文化大学 関東 ５時間２４分0４秒
１５ 明 治 大 学 関東 ５時間２５分0２秒
１６ 立命館大学 関西 ５時間２５分４0秒
１７ 皇學館大学 東海 ５時間30分１９秒
１８ 京都産業大学 関西 ５時間30分５１秒 ５区繰上

１９ 関西学院大学 関西 ５時間3２分５0秒
２0 広島経済大学 中四国 ５時間33分４４秒 ５区繰上

２１ 愛知工業大学 東海 ５時間3４分0８秒 ８区繰上

２２ 第一工業大学 九州 ５時間3５分0９秒 ８区繰上

２3 東 北 大 学 東北 ５時間3８分03秒 ５区繰上

２４ 北海道大学 北海道 ５時間４１分２５秒 ４区繰上

２５ 新 潟 大 学 北信越 ５時間４６分２１秒 ４区繰上

全日本大学選抜 ５時間２６分0１秒
東海学連選抜 ５時間3８分03秒 ５区繰上

出場選手
区間 氏名／学科学年 記録 区間順位 通過順位

１ 川 瀬 翔 矢
現日 １年

４４分3５秒 １0位 ９ 位

２ 田 中 雄 也
教育 ４年

４0分４１秒 １９位 １3位

3 上 村 直 也
教育 １年

２９分0６秒 １８位 １４位

４ 上 村 一 真
教育 3年

４２分４７秒 ２0位 １６位

５ 新 美 　 健
教育 ２年

3５分3６秒 １４位 １６位

６ 平 山 寛 人
教育 １年

3７分3１秒 １８位 １６位

７ 田 邊 隼 都
国史 １年

3７分3２秒 ２２位 １７位

８ 平 野 恵 大
現日 ２年

６２分3１秒 ２２位 １７位

　
時
雨
と
書
い
て「
し
ぐ
れ
」

と
読
む
。
晩
秋
か
ら
初
冬
に

か
け
て
晴
れ
た
空
に
一
転
黒

雲
が
生
じ
、
ひ
と
し
き
り
降

る
雨
の
こ
と
を
い
う
。
時
雨

雲
は
、
い
つ
の
間
に
か
再
び

青
空
と
な
り
、
山
沿
い
で
は

雨
が
雪
に
な
っ
た
り
す
る
。

一
時
に
降
る
さ
ま
か
ら
蟬
時

雨
な
ど
の
言
葉
を
生
ん
だ
▼

冬
へ
と
向
か
う
季
節
感
の
あ

る
こ
の
雨
は
古
典
に
も
多
く

見
ら
れ
る
▼
万
葉
集
に
は

「
長
月
の
し
ぐ
れ
の
雨
に
濡

れ
と
ほ
り
春
日
の
山
は
色
づ

き
に
け
り
」
と
あ
っ
て
、
奈

良
時
代
は
時
雨
に
よ
っ
て
秋

の
紅
葉
が
進
む
と
考
え
ら
れ

て
い
た
が
、
後
撰
和
歌
集
に

な
る
と
「
神
無
月
し
ぐ
れ
と

と
も
に
神か

む

奈な

備び

の
森
の
木
の

葉
は
降
り
に
こ
そ
降
れ
」
の

よ
う
に
、
平
安
時
代
に
は
冬

の
風
物
詩
と
し
て
固
定
化
し

た
と
い
う（
片
桐
洋
一
）▼
時

雨
が
降
る
こ
と
を
「
し
ぐ
れ

る
」と
い
う
が
、こ
の
用
法
も

源
氏
物
語
に
例
を
見
出
せ
る

の
で
、
平
安
時
代
以
来
の
も

の
で
あ
る
▼
と
こ
ろ
で
、
三

重
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
時
雨

が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
時
雨

忌
で
松
尾
芭
蕉
の
命
日
を
い

う
。
旧
暦
十
月
十
二
日
だ
か

ら
季
節
に
よ
る
名
付
け
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
も
う
一
つ
は

時
雨
蛤

は
ま
ぐ
りで
こ
ち
ら
は
桑
名
の

名
産
。
小
豆
で
作
っ
た
時し

ぐ
れ雨

羹か
ん

に
よ
く
似
た
色
を
し
た
佃

煮
と
い
う
意
味
で
名
付
け
ら

れ
た
も
の
か
▼
天あ

め

地つ
ち

の
間
に

ほ
ろ
と
時
雨
か
な　
虚
子

　住す
み
の
え吉
の

得え

名な

津つ

に
立
ち
て

見
渡
せ
ば

武む

庫こ

の
泊と

ま
り
ゆ

出い

づ
る
船ふ

な

人び
と

高た
け

市ち
の

黒く
ろ

人ひ
と

　
❖
歌
ご
よ
み
❖

初
出
場
で
目
標
達
成「
十
七
位
」

秩
父
宮
賜
杯
第
四
十
九
回
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会

　
十
一
月
五
日
に
行
わ
れ
た
秩
父
宮
賜
杯
第
四
十
九
回
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選

手
権
大
会
に
お
い
て
本
学
駅
伝
競
走
部
が
初
出
場
な
が
ら
十
七
位
と
健
闘
し
、
目

標
を
達
成
。
熱
田
神
宮
か
ら
伊
勢
神
宮
ま
で
の
八
区
間
一
〇
六
・
八
キ
ロ
を
自
校

の
た
す
き
で
繋
ぐ
力
走
を
見
せ
た
。

自
校
の
た
す
き
を
繋
いで
ゴ
ール

想
定
通
り
のレ
ース
運
び

熱
い
応
援
を
力
に
変
え
て

　
秋
晴
れ
と
な
っ
た
十
一
月

五
日
、
秩
父
宮
賜
杯
第
四
十

九
回
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校

選
手
権
大
会
（
朝
日
新
聞
な

　

一
区
の
川
瀬
翔
矢
選
手

（
現
日
一
年
）が
十
キ
ロ
過
ぎ

ま
で
先
頭
集
団
に
食
い
つ
く

走
り
を
見
せ
、
九
位
通
過
と

好
走
。
二
区
の
田
中
雄
也
選

手（
教
育
四
年
）が
順
位
こ
そ

下
げ
た
も
の
の
冷
静
か
つ
粘

り
強
い
走
り
で
流
れ
を
作
る

と
、
そ
の
ま
ま
ア
ン
カ
ー
の

平
野
恵
大
選
手（
現
日
二
年
）

ま
で
自
校
の
た
す
き
を
繋
い

で
走
り
切
っ
た
。

　
「
ど
の
選
手
も
実
力
を
発

揮
し
、
ほ
ぼ
想
定
通
り
の
タ

イ
ム
で
走
っ
て
く
れ
た
」
と

満
足
気
に
語
る
の
は
日
比
勝

俊
監
督
だ
。
た
と
え
ば
川
瀬

選
手
の
場
合
、
予
選
メ
ン
バ

ー
か
ら
外
し
、
本
選
一
区
で

起
用
す
る
構
想
は
四
月
の
時

点
で
頭
に
あ
っ
た
と
い
う
。

練
習
を
一
五
〇
〇
㍍
、
五
〇

〇
〇
㍍
・
駅
伝
と
中
長
距
離

を
両
立
さ
せ
る
メ
ニ
ュ
ー
で

組
み
立
て
、
出
場
す
る
大
会

を
厳
選
し
た
の
は
し
か
る
べ

き
タ
イ
ミ
ン
グ
で
経
験
値
を

積
ま
せ
る
た
め
。
日
比
監
督

ご
挨
拶

　
平
素
よ
り
本
学
園
の
教
育
・
研
究
活
動
に
対
し
、
格

別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
謹
ん
で
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
こ
の
度
は
、
駅
伝
競
走
部
の
第
四
十
九
回
全

日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
出
場
に
際
し
ま
し

て
、
た
く
さ
ん
の
皆
様
か
ら
物
心
両
面
に
わ
た
る
ご
支

援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
の
お
力
添
え
並
び
に
熱
い
応
援
に
選
手
た
ち
は

勇
気
を
頂
き
、
ゴ
ー
ル
ま
で
自
校
の
た
す
き
を
つ
な
ぎ

切
り
、初
出
場
で
十
七
位
に
入
る
健
闘
を
見
せ
ま
し
た
。

駅
伝
競
走
部
は
、
今
回
の
全
国
大
会
出
場
の
貴
重
な
経

験
を
活
か
し
、
大
き
な
自
信
を
得
て
、
こ
れ
か
ら
も
一

層
の
精
進
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
法
人
皇
學
館
　
　
　
　
　
　

理
事
長
　
佐
古
一
洌

　
満
を
持
し
て
走
っ
た
一
区

を
振
り
返
り
、「
力
ま
ず
、
い

い
緊
張
感
で
臨
め
た
」
と
話

す
川
瀬
選
手
。
ハ
イ
ペ
ー
ス

に
な
る
可
能
性
も
監
督
か
ら

事
前
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
と

い
う
。
今
回
の
結
果
に
、「
き

つ
い
練
習
を
一
緒
に
乗
り
越

え
て
き
た
仲
間
と
目
標
を
達

成
で
き
て
本
当
に
嬉
し
い
。

ゴ
ー
ル
し
た
後
は
み
ん
な
で

『
や
っ
た
な
あ
!
』と
声
を
掛

け
合
い
、
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ

の
魅
力
を
感
じ
た
」
と
語

り
、「
付
き
添
い
の
部
員
や
実

績
を
積
み
上
げ
て
こ
ら
れ
た

の
狙
い
通
り
、
川
瀬
選
手
は

東
洋
大
の
相
澤
晃
選
手
や
神

奈
川
大
の
山
藤
篤
司
選
手
ら

Ｏ
Ｂ
な
ど
、
い
ろ
ん
な
人
の

存
在
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
叶

え
ら
れ
た
」
と
感
謝
の
気
持

ち
を
述
べ
た
。
主
将
の
田
中

選
手
も
「
大
勢
の
人
が
沿
道

に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、

ど
こ
を
走
っ
て
も
応
援
し
て

く
れ
る
人
が
い
て
力
に
な
っ

た
」
と
話
し
、
日
比
監
督
は

「
こ
の
駅
伝
を
機
に
館
友
は

も
ち
ろ
ん
、
神
社
界
や
地
元

市
民・企
業
も“
チ
ー
ム
皇
學

館
”
と
し
て
盛
り
上
げ
て
く

だ
さ
っ
た
。
そ
の
期
待
に
応

え
る
た
め
に
も
し
っ
か
り
成

果
を
出
し
て
い
き
た
い
」
と

表
情
を
引
き
締
め
た
。

　
勢
い
は
止
ま
ら
ず
、
十
二

月
九
日
に
愛
知
県
で
開
催
さ

れ
た
第
七
十
九
回
東
海
学
生

駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
で
は

七
十
七
年
ぶ
り
二
度
目
の
優

勝
を
果
た
し
た
。
い
ず
れ
も

神
宮
皇
學
館
・
第
六
代
館
長

武
田
千
代
三
郎
先
生
に
よ
る

「
駅
伝
」命
名
百
周
年
で
の
快

挙
。
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
だ

我
ら
が
駅
伝
競
走
部
の
挑
戦

は
続
く
。

ど
主
催
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
特
別

協
賛
）
は
熱
田
神
宮
か
ら
伊

勢
神
宮
ま
で
の
八
区
間
一
〇

六
・
八
キ
ロ
で
二
十
七
チ
ー

ム
（
オ
ー
プ
ン
参
加
二
を
含

む
）が
出
場
し
行
わ
れ
た
。本

学
駅
伝
競
走
部
は
初
出
場
な

が
ら
繰
り
上
げ
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
な
く
、
五
時
間
三
十

分
十
九
秒
の
十
七
位
で
ゴ
ー

ル
。
目
標
を
達
成
し
た
。

も
参
加
し
た
第
四
回
世
田
谷

陸
上
競
技
会
男
子
五
〇
〇
〇

㍍（
九
月
三
十
日
開
催
）で
十

三
分
台
を
叩
き
出
し
、
一
躍

注
目
を
集
め
る
と
同
時
に
自

信
を
深
め
た
。

安定したペースで
2区を走る田中選手

十
月
二
十
五
日
に
開
か
れ
た
壮

行
会
に
は
約
五
百
名
が
集
い
、

選
手
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た

＊上記企業には伊勢市様からの激励金を含みます

本
学
前
の
沿
道
に
は
お
よ
そ
六
百

名
が
並
ぶ
な
ど
、
大
勢
の
市
民
に

声
援
を
い
た
だ
い
た

歓
声
と
拍
手
の
中
、ア
ン
カ
ー
の

平
野
選
手
が
ゴ
ー
ル

■注目記事
２面
地域連携トピックスVol.４
３ 面
平成２９年度内定状況（中間報告） 
３９５名が内定
４ 面
学会・研究発表会報告
５ 面
学園祭レポート
６ 面
「家庭に感謝する日」の行事 ほか
７ 面
大学柔道部が全国大会 ２回戦進出、
東海大会男女アベック優勝
８ 面
ケント大学夏期英語研修・ 
参加者インタビュー
■シリーズ
２面
研究室探訪 Vol.２５ 平安文学ゼミ 
中川照将 教授（国文学科）
８ 面
皇學館ミュージアム 今宮戎神社十日えびす 
「えべっさんのお祭り」和紙人形ジオラマ
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本学の地域連携活動を紹介
「みえリーディング産業展２０１７」に出展

Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
レ
ポ
ー
ト

地域連携トピックス Vol.4

意見・情報を交わして視野広げ
新
聞
を
と
こ
と
ん
楽
し
む

“
新
聞
カ
フ
ェ
”始
ま
る

　
新
聞
を
読
み
、
興
味
を
持

っ
た
記
事
や
話
題
に
つ
い
て

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
り
合
う

「
新
聞
カ
フ
ェ
」（
代
表
・
国

史
一
年
服
部
慈よ

し

樹き

君
）の
第

一
回
が
十
一
月
十
七
日
午
後

三
時
十
分
よ
り
図
書
館
二
階

の
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
で

催
さ
れ
た
。

　
こ
の
日
参
加
し
た
学
生
は

七
名
。
全
員
が
揃
っ
た
と
こ

ろ
で
主
催
者
で
あ
る
中
日
新

聞
社
・
伊
勢
市
局
の
大
島
康

介
さ
ん
が
挨
拶
し
、
同
カ
フ

ェ
の
趣
旨
を
説
明
。
学
生
た

ち
は
自
己
紹
介
を
し
た
後
、

配
布
さ
れ
た
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
に
目
を
通
し
、
各
自
が
気

に
な
っ
た
記
事
を
発
表
し
た
。

　
国
文
学
科
四
年
の
渡
部
美

帆
さ
ん
は
少
年
法
の
適
用
年

齢
引
き
下
げ
に
つ
い
て
疑
問

を
呈
す
社
説
（
十
一
月
十
五

日
付
中
日
新
聞
朝
刊
）
を
紹

介
。「
テ
レ
ビ
報
道
な
ど
を
見

て
少
年
犯
罪
が
増
え
て
い
る

印
象
を
持
っ
て
い
た
の
で
、

引
き
下
げ
た
方
が
い
い
と
の

意
見
に
対
し
て
も
深
く
考
え

ず
に
同
調
し
て
い
た
。
こ
の

社
説
は
少
年
の
検
挙
者
数
が

ピ
ー
ク
時
か
ら
八
割
も
減
少

し
て
い
る
事
実
や
少
年
法
の

理
念
に
触
れ
、
懲
罰
で
は
な

く
教
育
力
で
の
立
ち
直
り
を

訴
え
て
い
る
」
と
取
り
上
げ

た
理
由
を
語
っ
た
。
大
島
さ

ん
が
「
社
説
は
世
の
中
で
議

論
が
分
か
れ
て
い
る
問
題
に

つ
い
て
社
の
考
え
を
述
べ
る

場
。
説
得
力
の
あ
る
文
章
を

書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

で
、
根
拠
と
な
る
統
計
等
を

き
ち
ん
と
使
う
」
と
補
足
す

る
と
、
齋
藤
平
教
授
が
「
メ

デ
ィ
ア
の
中
で
社
説
を
掲
載

で
き
る
の
は
新
聞
だ
け
。
テ

レ
ビ
は
報
道
社
と
し
て
自
社

の
意
見
を
放
送
す
る
こ
と
は

禁
じ
ら
れ
て
い
る
」
と
話
題

を
広
げ
、
学
生
ら
は
驚
い
た

り
頷
い
た
り
さ
ま
ざ
ま
に
反

応
し
な
が
ら
話
し
合
い
を
楽

し
ん
だ
。

言
語
力
や
多
面
的
な
見
方
が
養
え
る

　
「
何
に
対
し
て
も
『
や
ば

い
』
で
済
ま
せ
る
な
ど
、
表

現
力
や
語
彙
力
に
乏
し
い
人

が
増
え
た
気
が
し
て
」
と
新

聞
カ
フ
ェ
を
思
い
立
っ
た
き

っ
か
け
を
語
る
の
は
代
表
の

服
部
君
だ
。
自
身
は
小
学
生

の
頃
か
ら
新
聞
を
読
ん
で
お

り
、
そ
の
お
か
げ
で
難
し
い

言
葉
の
意
味
や
読
み
方
、
描

写
力
等
の
力
が
身
に
付
い
た

実
感
が
あ
る
と
い
う
。
そ
こ

で
、
も
っ
と
新
聞
を
読
ん
で

ほ
し
い
と
別
の
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動

で
つ
な
が
り
の
出
来
た
新
聞

社
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
今

回
の
新
聞
カ
フ
ェ
を
開
催
す

る
運
び
と
な
っ
た
。「
カ
フ
ェ

ス
タ
イ
ル
に
し
た
の
は
た
く

さ
ん
の
人
に
来
て
ほ
し
い
か

ら
。
関
心
を
持
つ
記
事
が
違

っ
た
り
、
内
容
に
対
す
る
意

見
や
視
点
も
人
そ
れ
ぞ
れ

で
、
多
様
な
読
み
方
、
楽
し

み
方
が
で
き
る
。
お
茶
や
ジ

ュ
ー
ス
を
飲
み
な
が
ら
の
気

軽
な
会
な
の
で
、
構
え
ず
参

加
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
服

部
君
。
月
一
度
の
開
催
予
定

で
、
第
二
回
は
十
二
月
十
五

日
に
実
施
さ
れ
た
。

玉
城
町
長
が
町
運
営
を
語
る

伊
勢
志
摩
共
生
学

　
今
年
度
に
本
学
と
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
が

記
憶
に
新
し
い
度
会
郡
玉
城

町
か
ら
辻
村
修
一
町
長
を
お

迎
え
し
、
記
念
講
堂
に
て
伊

勢
志
摩
共
生
学
第
五
講
を
四

ク
ラ
ス
合
同
で
行
っ
た
。
こ

の
回
は
「
自
治
体
と
行
政
サ

ー
ビ
ス
」
を
テ
ー
マ
に
玉
城

町
の
町
勢
概
要
と
辻
村
町
長

の
町
政
運
営
哲
学「
12
Ｋ
」に

つ
い
て
ご
講
義
い
た
だ
い
た
。

　
講
義
で
は
今
年
度
よ
り
導

入
し
た
Ｌ
Ｍ
Ｓ
（
学
修
支
援

シ
ス
テ
ム
）manaba

の
機

能
の
一
つ
で
あ
る
「
レ
ス
ポ

ン
」
を
活
用
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
使
っ
て
寄
せ
ら
れ
た

学
生
た
ち
の
回
答
や
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
表
示
、
共
有
し

な
が
ら
進
行
し

た
。「
玉
城
町
に
行

っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
」
等
の

一
問
一
答
式
に
加

え
自
由
記
載
も
求

め
た
と
こ
ろ
、「
講

義
を
聞
い
て
玉
城

町
に
関
心
を
持
っ

た
」「
玉
城
豚
を
食

べ
て
み
た
い
」「
町
長
が
と
て

も
気
さ
く
な
方
で
自
分
の
町

に
愛
着
が
あ
る
こ
と
が
感
じ

ら
れ
た
」
等
の
コ
メ
ン
ト
を

寄
せ
た
学
生
も
。「
今
日
の
講

義
を
聞
い
て
玉
城
町
に
住
ん

で
み
た
い
と
思
い
ま
し
た

か
？
」
と
の
質
問
に
対
し
て

は
、
回
答
者
六
三
七
名
中
、

五
九・五
％
の
学
生
が「
住
ん

で
み
た
い
」
と
回
答
す
る
な

ど
、
辻
村
町
長
の
熱
の
こ
も

っ
た
ご
講
義
を
通
し
て
玉
城

町
を
ぐ
っ
と
身
近
に
感
じ
よ

う
だ
。
新
し
い
学
修
ツ
ー
ル

の
利
用
も
あ
り
、
ラ
イ
ブ
感

あ
ふ
れ
る
有
意
義
な
講
義
と

な
っ
た
。

　
十
月
二
十
七
、
二
十
八
日

の
両
日
、
四
日
市
ド
ー
ム
に

て
開
催
さ
れ
た
県
内
最
大
級

の
産
業
展
示
会
「
み
え
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
産
業
展
２
０
１

７
」
に
本
学
が
出
展
。
地
域

連
携
に
関
す
る
取
組
み
を
紹

介
し
た
。

　
今
年
で
十
五
回
目
を
迎
え

る
同
展
示
会
は
も
の
づ
く

り
、
産
学
官
連
携
、
地
域
資

源
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
多
様
な
分
野
の

企
業
や
団
体
を
一
堂
に
集

め
、
交
流
・
出
会
い
を
促
そ

う
い
う
も
の
。
今
回
は
一
八

八
の
企
業
・
団
体
が
二
二
二

ブ
ー
ス
を
出
展
。本
学
は「
み

え
産
学
官
研
究
交
流
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
の
共
通
ブ
ー
ス
内
に

て
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
の
取
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
た
ほ
か
ク
イ

ズ・ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

二
日
間
で
八
十
一
名
か
ら
回

答
を
得
た
。
同
展
示
会
に
は

大
阪
や
静
岡
、
愛
知
、
岐
阜

な
ど
県
外
か
ら
の
来
場
も
多

く
、
本
学
の
地
域
連
携
活
動

に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
と
な
っ
た
。
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　本ゼミでは、平安文学の勉強
をしています。男子 3名、女子
６名の計 ９名で、春学期は『源
氏物語』、秋学期は『枕草子』を
読んでいます。毎週 1人の担当
者が原文と現代語訳、原文を読
み進めていくために必要な関連
資料を準備し、それをもとに発
表していきます。発表のポイン
トは、「解説」の解説をするこ
と。古典作品の注釈書には、さ
まざまな「解説」が付けられて
います。ただ、そもそもその「解
説」には何が書かれていて、ど

ういう意味なのか。単に「解説」
を読み上げるのではなく、その
あたりをしつこいまでに確認し
ながら、ゼミを進行しています。
　私が目指しているのは、「原文
を読んで、その状況を絵で描け
るようになること」です。そも
そも「文学を楽しむ」とは、ど
ういうことだと思いますか？
平安時代に書かれた文章を上手
に現代語訳できるというのは、
高校までの「古文」であって「文
学」ではないと思います。光源
氏たちを現代の俳優さんにさせ

るとしたら誰がいい
だろうか。登場人物
たちはどこに座って
いるのだろうか。彼
らの間の距離はどれ
くらいか。そして、
そんな彼らの姿をカ
メラはどの位置から

撮影しているのだろうか……。
そうしたことを常に意識しなが
ら、それぞれの場面を読み進め
ています。いつの日か、ゼミ生
たちといっしょに中高生向けの
解説本が書けるといいなと思っ
ています。

平安文学ゼミ
指導●中 川 照 将 教授

国文学科
（日本古典文学・平安文学）

＂文学＂を楽しむには
原文を読み絵で描ける力を

ス
マ
ホ
を
使
い
意
見
や
回
答
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示

発起人の服部君

多様な業種との交流により、さらなる活発化が期待される

2日間でのべ5224名が来場

レスポンを活用し、講義を行う辻村玉城町長

新聞記事は結論を先に書き、その後に説明を加えていく「逆三角形」の構成になっ
ている等、新聞の特徴や記者生活について語る大島さん（左から3番目）

　ゼミ生
飯 田 愛 梨さん
　『源氏物語』などの
分析や資料の作成、脚
注の解説といった専門的な工程を
自分で行うことができるのか、最
初は不安に感じていました。しか
し、中川先生をはじめゼミの仲間
たちに助けられながら取り組み、
「物語の情景を思い浮かべ、本当の
意味での内容理解に繋げていくこ
と」の大切さを学んでいます。現
在、情景を思い浮かべることにみ
んなで試行錯誤しながらも笑顔が
絶えることはなく、常に楽しく活
動しています。
　

2皇 學 館 学 園 報平成２9年1２月２0日� 第71号　（� ）



 

 

平成２９年度実施�三重県公立学校
教員採用選考試験結果
校種・教科等 現役 既卒 皇大計

小 学 校 ２５ ５５ ８０

中
学
校

国　　語 ０ ３ ３
社　　会 １ ５ ６
保健体育 ０ １ １
英　　語 １ ２ ３

高校 国　　語 １ ０ １
特別支援学校 １ １ ２
合　　計 ２９ ６７ ９６

三重県以外（現役のみ）
中学校 福岡市（国語） １

小学校

神奈川県 ２

横浜市 ２

浜松市 ２

愛知県 ２

名古屋市 １

岐阜県 １

大阪府 １

大阪府豊能地区 １

和歌山県 １

広島県・広島市 １
合　　計 １５

　「
家
を
建
て

た
い
」「
旅
行
に

行
き
た
い
」
な

ど
人
々
の
夢
を

資
金
面
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
叶
え
、
幸

せ
を
届
け
る
素
敵
な
仕
事
で
あ
る
と
金
融

業
界
に
勤
め
る
母
か
ら
聞
き
、
こ
の
業
界

に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
パ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
受
講
し
た
の
は
金
融
機
関
に
勤
め
る
先

輩
か
ら
勧
め
ら
れ
、
同
じ
く
金
融
機
関
を

め
ざ
す
友
人
が
受
講
し
て
い
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
す
。

　
授
業
で
は
実
際
の
現
場
に
つ
い
て
詳
し

内
定
者
ボ
イ
ス
◆
金
融
編

　
早
め
の
準
備
が
カ
ギ
と
も
い
え
る
就
職
活
動
。
今
回
は
、
金
融
系
企
業
の
内
定
を
獲

得
し
た
先
輩
た
ち
の
リ
ア
ル
な
声
を
紹
介
し
ま
す
。

●❶
志
望
理
由
　
●❷
活
用
し
た
制
度
　
●❸
力
を
入
れ
た
こ
と
　
●❹
将
来
の
抱
負

▔鈴本 

真
子（
神
道
）

【
内
定
先
】三
重
県
信
用
農

業
協
同
組
合
連
合
会

❶
職
員
の
方
の
人
柄
に
惹
か

れ
、
ま
た
福
利
厚
生
も
充
実

し
て
お
り
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
る
と
感
じ

た
。
❷
自
己
Ｐ
Ｒ
・
面
接
対

策
講
座
は
参
加
す
る
価
値
あ

り
。
何
度
も
練
習
し
た
こ
と

で
胸
を
張
っ
て
本
番
に
臨
め

た
。
❸
就
活
が
始
ま
る
前
か

ら
業
界
研
究
を
行
い
早
め
に

く
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
働
く
姿
や
仕
事

内
容
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
、
と
て

も
役
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
金
融
機
関
で

働
き
始
め
る
と
た
く
さ
ん
の
資
格
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
資
格
と
一
口
に
い
っ

て
も
、
資
産
運
用
、商
品
開
発
、営
業
…
と

部
門
ご
と
に
種
々
あ
り
、
予
備
知
識
が
な

い
と
独
学
で
一
か
ら
覚
え
る
の
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
問
題
集
に
沿
っ
て
授
業
が
進
む
の

で
ど
の
よ
う
に
勉
強
し
て
い
け
ば
い
い
の

か
自
然
と
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
金
融
以
外
の
道
を
め
ざ
す
こ
と
に
な

っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
授
業
で
学
ん
だ
知

識
や
情
報
は
生
き
て
い
く
上
で
必
ず
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
知
っ
て
お
い
て
損
は

あ
り
ま
せ
ん
。
金
融
業
界
を
志
望
す
る
人

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
な
い
人
も
ぜ
ひ
受

講
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

キャリア・コンパス・プログラム
受講者インタビュー

一
般
企
業
内
定
率
は
八
二・
四
％ 

効
率
の
良
い
就
活
傾
向

公
務
員
人
気
根
強
く 

競
争
倍
率
は
高
止
ま
り

教
職
関
係
一
一
一
名
が
合
格 

六
年
連
続
三
重
県
ト
ッ
プ

神
社
関
係
昨
年
度
以
上
の
求
人
も 

奉
職
希
望
者
は
減

平
成
二
十
九
年
度

内
定
状
況

中
間
報
告

三
九
五
名
が（

十
一
月
一
日
現
在
）

内
定

　
今
年
度
も
広
報
活
動
三
月

解
禁
、
採
用
選
考
六
月
開
始

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
就
活
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
既
に
経
団

連
は
、二
〇
一
九
年
卒（
現
三

年
生
）
に
関
し
て
も
同
様
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
実
施
す
る

こ
と
を
発
表
し
て
い
る
。

　
十
一
月
一
日
現
在
の
内
定

率
は
五
七・二
％（
教
員
・
保

育
専
願
未
定
者
を
除
く
と
六

七・九
％
）と
な
り
、
三
九
五

名
が
内
定
を
得
て
い
る
。

　
今
年
の
傾
向
は
、
例
年
以

上
に
少
な
い
応
募
で
面
接
・

内
定
ま
で
至
っ
て
お
り
、
効

率
の
良
い
就
職
活
動
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
内

定
獲
得
の
時
期
は
さ
ら
に
早

ま
り
五
月
〜
六
月
が
ピ
ー
ク

と
な
っ
た
。
本
学
学
生
の
就

職
活
動
の
終
了
時
期
は
七
月

に
集
中
し
て
お
り
、
選
考
開

始
か
ら
一
カ
月
程
で
終
了
モ

ー
ド
と
な
っ
た
が
、
中
小
企

業
の
四
割
は
い
ま
だ
に
人
員

の
確
保
が
で
き
て
い
な
い
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
企
業
・
団
体
希
望

者
だ
け
を
見
る
と
三
四
〇
名

に
対
し
て
内
定
者
二
八
〇

　
一
般
企
業
の
採
用
意
欲
が

高
い
中
で
も
公
務
員
人
気
は

根
強
く
、
競
争
倍
率
は
高
止

ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
三
重

　

神
社
関
係
の
求
人
状
況

は
、
十
一
月
一
日
現
在
で
、

一
二
〇
社
一
七
四
名
の
求
人

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
昨
年

同
時
期
の
九
十
九
社
一
七
〇

名
に
比
べ
て
二
十
一
社
四
名

増
加
し
、
現
状
で
は
昨
年
度

以
上
の
求
人
状
況
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
求
人
数
に

対
し
、
神
職
課
程
履
修
者
の

中
で
早
い
段
階
で
、
企
業
・

団
体
、
公
務
員
や
教
員
、
進

学
を
め
ざ
す
学
生
が
増
加
し

て
お
り
、
今
年
度
は
と
く
に

神
社
関
係
へ
の
奉
職
希
望
者

が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　
奉
職
希
望
者
に
対
す
る
採

　
平
成
二
十
九
年
度
教
員
採

用
試
験
の
結
果
が
発
表
さ

れ
、
本
学
か
ら
は
三
重
県
で

九
十
六
名
、
他
県
で
は
十
五

名（
現
役
の
み
）が
合
格
を
果

た
し
た
。
三
重
県
で
の
小
学

校
合
格
者
二
五
二
名
の
う

ち
、
本
学
は
既
卒
を
含
め
八

十
名
で
、
三
重
県
全
体
の
合

格
者
に
占
め
る
本
学
の
割
合

は
三
十
二
％
と
六
年
連
続
三

重
県
ト
ッ
プ
を
維
持
し
て
い

準
備
し
た
。
❹
結
婚
や
出
産

を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
将
来

を
見
越
し
て
資
格
取
得
や
業

務
に
励
み
た
い
。

▔宍戸 

昭
文（
国
史
）

【
内
定
先
】第
三
銀
行

❶
金
融
の
面
か
ら
地
域
に
貢

献
し
た
い
。
❷
就
職
支
援
で

の
Ｅ
Ｓ
添
削
や
志
望
企
業
の

面
接
対
策
。
❸
就
職
支
援
の

先
生
と
一
緒
に
志
望
企
業
の

面
接
の
特
徴
や
傾
向
を
徹
底

分
析
し
た
。
❹
学
生
の
時
以

上
に
言
動
に
自
覚
と
責
任
を

持
ち
、
同
僚
や
お
客
様
か
ら

信
頼
さ
れ
る
社
会
人
に
な
る
。

▔田牧　
亮（
コ
ミ
ュ
）

【
内
定
先
】百
五
銀
行

❶
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
の
方
と

関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
誰
と

で
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
ら
れ

る
長
所
を
最
大
限
に
発
揮
で

き
る
職
種
と
感
じ
た
か
ら
。

❷
就
職
支
援
の
先
生
に
定
期

的
に
面
談
を
行
っ
て
い
た
だ

い
た
お
か
げ
で
全
体
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
詳
細
に
把
握
で

き
、
人
よ
り
早
く
就
職
活
動

に
専
念
で
き
た
。
❸
マ
ナ
ー

関
係
の
授
業
や
表
現
演
習
な

ど
の
講
座
に
精
力
的
に
参
加

し
た
。
❹
常
に
成
長
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
職
種
ゆ
え

に
、
何
ご
と
も
素
直
に
受
け

止
め
吸
収
で
き
る
社
会
人
を

め
ざ
し
た
い
。

▔一尾 

優
冶（
教
育
）

【
内
定
先
】三
重
銀
行

❶
信
用
金
庫
に
勤
め
る
母
の

影
響
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
行
っ
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
業
務
に
興
味
を
持
っ

た
か
ら
。
❷
就
職
支
援
で
履

歴
書
の
指
導
や
面
接
練
習
、

各
種
の
対
策
・
実
践
講
座
情

報
を
把
握
。
❸
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
整
理
し
た
り
自
己
分
析
に

力
を
入
れ
、
面
接
で
明
る
く

話
せ
る
よ
う
練
習
し
た
。

❹
行
員
の
仕
事
は
お
客
様
の

人
生
を
左
右
す
る
重
大
な
仕

事
。
責
任
を
持
ち
、
一
人
で

も
多
く
の
お
客
様
を
幸
せ
に

で
き
る
よ
う
自
ら
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
た
い
。

▔小谷
野 

真
衣（
現
日
）

【
内
定
先
】み
ず
ほ
銀
行

❶
ゼ
ミ
や
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
を
通

し
て
地
域
経
済
に
貢
献
し
た

い
と
思
っ
た
。
❷
就
職
支
援

の
先
生
に
相
談
。
情
報
処
理

特
別
講
座
や
集
団
面
接
・
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

実
践
講
座
を
受
講
。
❸
県
外

で
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

や
イ
ン
タ
ー
ン
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
業

界
や
職
種
を
見
る
よ
う
に
し

た
。
❹
三
重
県
の
経
済
に
貢

献
で
き
る
仕
事
を
す
る
こ

と
。
ま
た
、
仕
事
と
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
を
両
立
さ
せ
た
い
。

名
、内
定
率
八
二・四
％
と
な

っ
て
い
る
。

　
広
報
解
禁
か
ら
選
考
ま
で

短
期
間
の
う
ち
に
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
活
動
が
多
く

あ
り
、
十
分
に
時
間
が
取
れ

な
か
っ
た
様
子
が
う
か
が
え

た
。
と
は
い
え
、
自
身
の
適

性
や
応
募
企
業
へ
の
理
解
不

足
な
ど
準
備
不
足
は
入
社
後

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
も
つ
な
が

り
か
ね
ず
、
就
活
へ
の
準
備

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。

県
内
の
主
な
自
治
体
の
倍
率

は
、桑
名
市
二
六・八
倍
、四

日
市
市
六
・
四
倍
、
鈴
鹿
市

二
〇・五
倍
、
津
市
一
四・七

倍
、名
張
市
三
三・三
倍
、松

阪
市
二
〇・一
倍
、伊
勢
市
三

〇・三
倍
、鳥
羽
市
三・六
倍
。

　
現
時
点
で
の
本
学
生
の
公

務
員
合
格
者
内
訳
は
、
三
重

県
庁
二
名（
保
育
士
）、
志
摩

市
一
名
、
明
和
町
一
名
、
警

察
八
名
（
警
視
庁
、
三
重
県

３
、
福
島
県
、
石
川
県
、
岐

阜
県
、大
阪
府
）、豊
田
市
消

防
一
名
、
自
衛
隊
一
般
曹
候

補
生
一
名
、
自
衛
官
候
補
生

九
名
と
な
っ
て
い
る
。

用
内
定
率
は
八
〇・四
％（
昨

年
七
五
％
）と
な
っ
て
い
る
。

内
訳
は
、学
部
生
三
十
二
名・

専
攻
科
生
十
一
名
・
大
学
院

生
二
名
の
計
四
十
五
名
（
昨

年
五
十
一
名
）
と
な
っ
て
い

る（
十
一
月
一
日
現
在
）。

　
た
だ
学
生
の
な
か
に
は
、

進
路
を
決
め
か
ね
て
い
る
学

生
も
お
り
、
神
職
養
成
担
当

で
は
引
き
続
き
未
内
定
者
の

個
別
面
談
や
面
接
指
導
を
行

い
、
神
社
関
係
へ
の
奉
職
希

望
者
が
全
員
採
用
内
定
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

る
。
ま
た
、
幼
稚
園
・
保
育

士
に
つ
い
て
は
、
三
重
県
保

育
士
職
に
二
名
、
市
町
の
幼

保
職
に
十
一
名
が
合
格
、
津

市
・
志
摩
市
に
つ
い
て
は
結

果
待
ち
。
私
立
園
へ
は
神
宮

幼
稚
園
、
梅
村
幼
稚
園
、
の

べ
の
幼
稚
園
、
津
田
学
園
幼

稚
園
等
に
合
格
し
て
い
る
。

　
〈
教
職
支
援
担
当
〉
で
は
、

倍
率
、
難
易
度
と
も
に
高
い

教
員
採
用
試
験
に
備
え
、
個

人
指
導
を
徹
底
、
三
名
の
教

職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
五
名
の

職
員
が
進
路
相
談
や
履
歴

書・論
作
文
添
削
、集
団
討
論

等
各
種
面
接
練
習
を
担
当
し

て
い
る
。試
験
直
前
期
に
は
、

学
部
教
員
に
よ
る
実
技
特
訓

（
ピ
ア
ノ
、器
械
運
動
、リ
ス

ニ
ン
グ
）を
実
施
。
ま
た
、一

年
生
か
ら
個
人
面
談
及
び
論

作
文
指
導
を
行
い
、
教
育
問

題
等
に
つ
い
て
調
べ
学
習
に

取
り
組
む
な
ど
早
期
か
ら
意

識
を
高
め
る
よ
う
対
策
を
講

じ
て
い
る
。
教
職
希
望
者
は

こ
れ
ら
の
制
度
を
積
極
的
に

活
用
し
、
入
念
な
準
備
を
し

て
試
験
に
臨
ん
で
ほ
し
い
。

　
十
月
二
十
五
日
、
現
代
日
本
社
会
学

部
に
お
い
て「
せ
ん
ぱ
い
ト
ー
ク（
内
定

者
報
告
会
）」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
今
年
志
望
す
る
企
業
・
団
体
に
内

定
を
得
た
先
輩（
四
年
内
定
者
）が
就
活

に
関
す
る
生
の
声
を
後
輩
へ
届
け
る
ピ

ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
約

百
五
十
名
の
現
代
日
本
社
会
学
部
生
が

参
加
し
た
。

　
今
年
度
は
七
名
の
先
輩
が
登
壇
し
、

就
活
に
向
け
た
心
構
え
を
は
じ
め
具
体

的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン

ト
な
ど
を
詳
細
に
明
か
し
た
。
い
ず
れ

の
先
輩
も
大
学
四
年
間
に
取
り
組
ん
だ

課
外
活
動
の
重
要
性
を
強
調
。
田
中
貴

子
さ
ん（
政
治
経
済
分
野
）は
、
大
学
時

代
に
何
に
取
り
組
み
、
い
か
な
る
こ
と

を
学
ん
だ
の
か
を
明
確
化
す
る
こ
と
、

課
外
活
動
の

重
要
性
を
強
調

現
日
で「
せ
ん
ぱ
い
ト
ー
ク
」を
開
催

そ
し
て
そ
れ
を

踏
ま
え
て
面
接

で
「
入
社
後
に

自
分
の
能
力
は

ど
こ
で
発
揮
で
き
る
の
か
」
を
し
っ
か

り
伝
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
語
っ
た
。

　
そ
の
他
、先
輩
達
か
ら
は
、具
体
的
な

活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
は
じ
め
、
Ｅ
Ｓ

の
書
き
方
、
面
接
時
に
必
ず
聞
か
れ
る

質
問
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ま
た
採
用
担
当
者
に

顔
を
憶
え
て
も
ら
う
方
法
、
社
会
人
と

の
触
れ
合
い
方
に
至
る
ま
で
多
岐
に
わ

た
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
な
さ
れ
た
。
い
ず

れ
の
助
言
も
実
体
験
に
基
づ
い
た
説
得

力
の
あ
る
内
容
で
、
来
春
本
格
的
に
就

活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
三
年
生
に
と
っ
て

貴
重
な
学
び
の
場
と
な
っ
た
。

金
融
の
仕
事
を
具
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
で
き
る

国
文
学
科
四
年
　
吉
原
百
合
香

【
内
定
先
】三
重
銀
行

実体験に基づき具体的にアドバイスする内定者
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学部生にとっても刺激に満ちた場となった

講
師
の
室
田
教
授

活
気
に
満
ち
た
エ
キ
ス
ポ
会
場

ゼ
ミ
活
動
及
び
個
人
研
究
報
告

教
育
学
会「
教
育
エ
キ
ス
ポ
２
０
１
７
」

十
一
月
二
十
三
日
㊍

若
手
研
究
者
四
名
が
研
究
報
告

史
學
会
研
究
発
表
会

十
一
月
九
日
㊍

若
さ
と
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
発
表

国
文
学
会
研
究
発
表
会

十
月
二
十
八
日
㊏

学会・研究発表会報告
従
来
の
研
究
に
新
た
な
視
座

神
道
学
会
研
究
発
表
会

十
一
月
十
六
日
㊍

　
発
表
者
は
平
成
二
十
八
年

度
本
学
神
道
学
科
卒
業
で
、

昨
年
の
神
道
学
科
卒
業
論
文

で
最
優
秀
の
成
績
を
収
め
た

原
口
寛
基
氏
。
本
学
大
学
院

文
学
研
究
科
神
道
学
専
攻
博

士
前
期
課
程
一
年
の
足
立
涼

氏
。
同
二
年
の
鈴
木
英
介
氏

の
三
名
。

　
原
口
氏
の
題
目
は
「
禍
津

日
神
の
本
質
」。氏
は
学
生
時

代
、
講
義
の
中
で
「
禍
津
日

神
」
に
悪
神
、
善
神
の
対
極

的
な
二
つ
の
面
が
有
る
こ
と

を
知
り
、
卒
業
論
文
の
テ
ー

マ
に
し
た
と
語
り
、
本
居
宣

長
、
平
田
篤
胤
の
相
反
す
る

両
説
を
丁
寧
に
比
較
検
討

し
、
本
居
説
を
支
持
す
る
結

論
を
導
き
出
し
た
。

　
足
立
氏
「
天
地
初
発
之
時

の
訓
義
を
め
ぐ
っ
て
」
で
は

古
事
記
冒
頭
の
「
天
地
初
発

之
時
」
の
訓よ

み
に
つ
い
て
多

く
の
論
説
が
あ
る
中
、「
ヒ
ラ

ク
」「
ハ
ジ
メ
」「
オ
コ
ル
」と

い
っ
た
分
類
を
行
い
、
そ
れ

ら
の
論
拠
を
丁
寧
に
ま
と
め

上
げ
、
検
討
を
加
え
「
オ
コ

ル
」
と
訓
む
こ
と
が
妥
当
と

の
立
場
を
明
確
に
す
る
の
み

な
ら
ず
、
更
に
踏
み
込
み
、

新
し
い
訓
み
を
提
唱
し
た
。

　
鈴
木
氏
「
美
保
神
社
の
基

礎
的
研
究
」
は
従
来
、
民
俗

学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
っ
た
美
保
神
社
の
祭

礼
に
関
し
て
、
文
献
資
料
が

ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
と
指
摘
。
複
数
の
文

献
資
料
を
比
較
し
、
神
社
で

行
わ
れ
て
い
る
祭
礼
に
変
遷

が
あ
る
と
従
来
の
研
究
に
新

た
な
視
座
を
加
え
た
。

　
国
文
学
会
は
国
文
学
科
の

教
員
・
学
生
・
卒
業
生
を
中

心
と
す
る
組
織
で
、
国
文
学

国
語
学
の
研
究
の
促
進
、
及

び
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
研
究

発
表
会
は
毎
年
倉
陵
祭
期
間

中
に
開
催
す
る
行
事
で
、
発

表
者
は
前
年
度
の
卒
業
論
文

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
卒

業
生
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
。

今
年
度
は
今
春
、
本
学
の
大

学
院
へ
進
学
し
た
学
生
三
名

が
発
表
し
た
。

　
工
藤
超
氏
「
上
代
語
の
研

究
　「
狭さ

霧ぎ
り

」を
中
心
に
　
」

は
従
来
、
表
意
文
字
と
し
て

解
釈
さ
れ
て
き
た
『
日
本
書

紀
』
に
見
ら
れ
る
「
狭
霧
」

の
「
狭
」
文
字
を
、
表
音
的

な
意
味
合
い
を
持
つ
語
と
し

て
捉
え
直
そ
う
と
す
る
。

　
古
川
幸
奈
氏
「『
源
氏
物

語
』
に
お
け
る
言
葉
の
様
相

　「
き
よ
ら
」な
夕
霧
の
「
き

よ
げ
」
な
姿
　
」
は
、
光
源

氏
の
息
子
で
あ
る
夕
霧
に
特

徴
的
に
見
ら
れ
る「
き
よ
ら
」

「
き
よ
げ
」の
偏
向
性
か
ら
、

『
源
氏
物
語
』に
お
け
る
罪
の

問
題
を
透
視
す
る
。

　
長
岡
由
莉
氏「
古
典
教
材

と
し
て
の
宇
治
拾
遺
物
語
」

は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
初

　
学
内
外
の
若
手
研
究
者
四

名
が
研
究
報
告
を
行
っ
た
。

皇
學
館
大
学
史
學
会
は
学
内

の
歴
史
学
を
専
門
と
す
る
教

員
・
学
生
を
中
心
と
し
、
毎

年
『
皇
學
館
史
學
』
を
刊
行

し
て
い
る
。

　
一
番
目
は
武
田
吉
史
氏

（
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
）
に
よ
る

「
六・七
世
紀
の
福
岡
県
福
岡

市
博
多
区
に
お
け
る
大
規
模

遺
構
群
に
つ
い
て�

　
大
宰
府

政
庁
Ⅰ
期
古
段
階
と
の
関
連

　
」
で
あ
っ
た
。
武
田
氏
は

七
世
紀
に
大
宰
府
が
成
立
す

る
に
至
る
過
程
を
、
近
年
、

福
岡
県
で
発
見
さ
れ
て
い
る

遺
跡
群
の
時
代
と
位
置
の
分

析
か
ら
析
出
し
よ
う
と
し
た
。

　
桐
田
貴
史
氏（
同
右
）「『
延

喜
式
』
神
名
帳
と
大
隅
正
八

幡
宮
　
戦
国
期
吉
田
家
に

よ
る
神
名
帳「
注
釈
」の
一
側

面
　
」は
、中
世
に
お
い
て
神

社
の
縁
起
を
扱
う
専
門
家
と

し
て
知
ら
れ
た
吉
田
兼
右
の

日
記
か
ら
、
中
世
の
神
社
で

あ
る
大
隅
八
幡
宮
が
平
安
時

代
の
記
録
に
残
る
鹿
児
島
神

宮
と
同
一
視
さ
れ
て
い
く
過

程
を
通
じ
て
、
中
世
後
期
の

神
社
が
い
か
な
る
も
の
と
見

な
さ
れ
て
い
た
か
を
論
じ
た
。

　
辻
博
仁
氏
（
國
學
院
大
學

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
前

期
課
程
）は「
近
世
期
に
お
け

る
世
襲
親
王
家
継
承
に
つ
い

て
の
一
考
察
　
桂
宮
家
を
事

例
に
　
」
に
お
い
て
、
江
戸

時
代
の
世
襲
親
王
家
で
あ
る

桂
宮
家
を
め
ぐ
り
、
度
々
直

系
相
続
が
絶
え
つ
つ
も
、
周

囲
の
人
々
が
宮
家
存
続
の
た

め
に
様
々
な
手
段
を
取
っ
た

こ
と
を
取
り
上
げ
、
近
世
に

お
け
る
世
襲
親
王
家
の
存
在

意
義
を
検
討
し
た
。

　
山
口
功
晟
氏
（
本
学
神
道

学
専
攻
科
）「
北
宋
四
川
地
方

の
流
通
か
ら
見
る
経
済
的
特

異
性
」
は
、
中
国
宋
代
に
、

特
殊
な
経
済
地
区
と
し
て
四

「
大
学
の
学
び
が
全
て
の
礎
」

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
講
演
会

十
一
月
十
六
日
㊍

　
講
演
会
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
科
生
、
英
語
教

員
免
許
取
得
を
め
ざ
す
教
育

学
部
生
、
教
員
な
ど
約
百
名

が
参
集
し
た
。
講
師
は
名
古

屋
外
国
語
大
学
准
教
授
の
後ご

藤と
う

希の
ぞ
み望
先
生
で
、演
題
は「
大

学
の
学
び
が
全
て
の
礎

仕

事
で
求
め
ら
れ
る
語
学
力
と

語
学
以
外
の
力
」。後
藤
氏
は

ロ
ン
ド
ン
大
学
、
レ
ス
タ
ー

大
学
大
学
院
で
メ
デ
ィ
ア

論
、メ
デ
ィ
ア
史
を
学
ば
れ
、

大
学
在
学
中
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ロ

ン
ド
ン
支
局
で
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
、
字
幕
翻
訳
な
ど
の
制
作

に
携
わ
っ
て
き
た
。
卒
業
後

は
フ
リ
ー
の
立
場
で
一
九
九

六
年
の
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
以
来
す
べ
て
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
番
組
の
事

前
リ
サ
ー
チ
、
開
会
・
閉
会

式
中
継
や
番
組
制
作
業
務
に

従
事
。
現
在
は
大
学
で
教
鞭

を
と
り
な
が
ら
番
組
制
作
に

も
携
わ
っ
て
い
る
。

　
講
演
で
は
ロ
ン
ド
ン
大
学

時
代
の
経
験
に
基
づ
き
、
講

義
か
ら
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

（
教
官
と
の
一
対
一
の
議
論
）、

試
験
に
至
る
ま
で
一
切
気
を

抜
く
こ
と
が
で
き
な
い
厳
し

い
知
的
訓
練
の
場
に
身
を
置

い
た
こ
と
で
、
与
え
ら
れ
た

情
報
を
鵜
呑
み
に
し
な
い
批

判
的
な
思
考
、
他
人
と
異
な

る
独
自
の
視
点
、
諦
め
な
い

根
性
を
身
に
付
け
、
そ
れ
ら

が
今
な
お
大
い
に
役
に
立
っ

て
い
る
と
語
っ
た
。
番
組
制

作
の
苦
労
や
裏
話
も
交
え
、

最
後
に
こ
れ
ま
で
に
関
わ
っ

て
き
た
大
会
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
Ｉ
Ｄ

（
番
組
制
作
者
用
）の
束
を
高

高
と
掲
げ
ら
れ
た
時
に
は
聴

衆
か
ら
賞
賛
の
ど
よ
め
き
が

起
き
た（
写
真
）。
大
学
で
の

学
び
が
卒
業
後
の
人
生
に
お

い
て
い
か
に
大
切
で
あ
る
か

が
余
す
と
こ
ろ
な
く
聴
衆
に

伝
わ
り
、
学
生
の
社
会
へ
の

「
近
代
日
本
の
福
祉
思
想
　
ヘ
レ
ン・ 

ケ
ラ
ー
と
岩
橋
武
夫
、そ
し
て
留
岡
幸
助
　
」

第
八
回
現
代
日
本
学
会
記
念
講
演

十
一
月
十
六
日
㊍

　
講
師
の
室
田
保
夫
先
生
は

現
在
、
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

女
子
大
学
特
任
教
授
で
あ

り
、
関
西
学
院
大
学
名
誉
教

授
で
も
あ
る
。
室
田
氏
は
日

本
の
社
会
福
祉
に
お
け
る
近

現
代
史
研
究
、と
く
に
明
治・

大
正
・
昭
和
期
の
歴
史
的
人

物
の
人
と
業
績
に
関
す
る
研

究
に
お
い
て
、
わ
が
国
に
お

い
て
重
鎮
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ

し
い
業
績
を
残
さ
れ
て
い
る
。

　
講
演
で
は
第
二
次
世
界
大

戦
直
後
の
身
体
障
害
者
福
祉

法
制
定
に
お
け
る
ヘ
レ
ン
・

ケ
ラ
ー
と
岩
橋
武
夫
両
者
の

貢
献
、
そ
し
て
、
平
和
を
願

う
両
者
の
交
流
を
映
像
を
用

い
て
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
留
岡
幸
助
に
つ
い
て
は
そ

の
思
想
形
成
や
家
庭
学
校
の

創
設
、
二
宮
尊
徳
の
報
恩
思

想
、
ラ
ス
キ
ン
と
尊
徳
、
井

上
友
一
ら
と
と
も
に
行
っ
た

地
方
改
良
思
想
な
ど
、
キ
リ

ス
ト
教
の
人
間
平
等
観
を
中

心
と
し
た
幅
広
い
思
想
と
そ

の
実
践
を
解
説
し
て
い
た
だ

い
た
。
と
く
に
空
知
集
治
監

（
監
獄
）教
誨
師
と
し
て
の
活

動
を
取
り
上
げ
、「
光
は
暗
き

を
照
ら
す
」
を
軸
に
囚
人
と

一
対
一
で
面
接
を
行
い
、
彼

ら
が
罪
を
犯
す
要
因
と
し
て

家
庭
や
教
育
、
環
境
の
重
要

性
に
た
ど
り
着
い
た
実
践
の

軌
跡
が
紹
介
さ
れ
た
。

川
地
方
に
お
い
て
の
み
銅
銭

に
代
わ
っ
て
紙
幣
が
用
い
ら

れ
た
事
実
か
ら
、
四
川
地
方

と
中
央
政
府
と
の
経
済
・
物

流
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
し
た
。

　
い
ず
れ
も
、
短
い
時
間
の

中
で
内
容
の
濃
い
報
告
で
あ

り
、教
員
、大
学
院
生
の
み
な

ら
ず
、
学
部
生
か
ら
も
活
発

な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

本
学
に
お
け
る
研
究
水
準
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
教

育
面
で
も
一
定
の
成
果
と
上

げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

関
心
が
よ
り
一
層
高
ま
っ
た

講
演
会
で
あ
っ
た
。

　
教
育
学
会
主
催
「
教
育
エ

キ
ス
ポ
２
０
１
７
」
が
本
学

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ

た
。
教
育
学
会
は
教
育
学
部

学
生
及
び
教
育
学
部
教
員
で

構
成
さ
れ
た
学
会
。「
教
育
エ

キ
ス
ポ
」
は
年
に
一
度
、
教

育
学
部
生
及
び
大
学
院
生
の

研
究
成
果
発
表
の
場
と
な
っ

て
い
る
。

　
所
属
ゼ
ミ
決
定
後
、
四
月

か
ら
本
格
的
に
ゼ
ミ
で
の
研

究
活
動
が
始
ま
り
、
約
八
カ

月
。
そ
の
活
動
・
研
究
成
果

を
そ
れ
ぞ
れ
の
ゼ
ミ
に
分
か

れ
、
十
九
の
ブ
ー
ス
が
設
置

さ
れ
発
表
を
行
っ
た
。
心
理

学
ゼ
ミ「
ぶ
っ
と
び
〜
!
子

ど
も
の
視
野
!
」、道
徳
ゼ
ミ

「
偉
人
が
残
し
た
素
敵
な
○

○
」、幼
児
福
祉
ゼ
ミ「
な
あ

な
あ
知
っ
と
る
？
　
車
い
す

利
用
者
に
対
す
る
合
理
的
配

慮
　
」
な
ど
、
各
ゼ
ミ
の
専

門
性
を
活
か
し
た
研
究
成
果

発
表
で
あ
っ
た
。

　
卒
業
論
文
、
修
士
論
文
執

筆
の
中
間
発
表
と
し
て
六
十

七
名
が
パ
ネ
ル
発
表
を
行
っ

た
。
大
学
院
生
は
、
体
育
ゼ

ミ「The�range�of�motion�
training�has�an�effect�on�

the�result

」、理
科
ゼ
ミ「
ア

ワ
ヨ
ト
ウ
幼
虫
の
細
胞
性
免

疫
に
つ
い
て
の
研
究
」な
ど
、

学
部
生
は
教
育
行
政
ゼ
ミ

「
全
国
学
力・学
習
状
況
調
査

分
析
と
都
道
府
県
の
学
力
格

差
の
実
態
」、社
会
教
育
ゼ
ミ

「「
温
震
知
故

3

3

3

3

（
お
ん
し
ん
ち

こ
）」の
視
点
を
歴
史
教
育
へ

　
防
災
教
育
と
歴
史
教
育
へ

の
一
提
案
　
」、心
理
学
ゼ
ミ

「
教
師
行
動
が
児
童
の
学
習

意
欲
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
」
な
ど
の
研
究
発
表
が
行

わ
れ
た
。
な
お
、「
教
育
エ
キ

ス
ポ
２
０
１
７
」
で
は
学
部

一
・
二
年
生
も
含
む
参
加
学

生
が
投
票
を
し
て
い
る
。
今

後
、「
教
育AW

ARD

２
０

１
７
」
と
し
て
グ
ラ
ン
プ
リ

を
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

指
導
教
員
に
よ
る
講
評
が
な

さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
未
熟
な

点
は
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ

を
覆
す
ほ
ど
の
若
さ
と
パ
ワ

ー
が
あ
ふ
れ
る
発
表
が
続

き
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間

と
な
っ
た
。

　
四
年
生
に
と
っ
て
は
自
身

の
卒
業
論
文
を
纏
め
る
段
階

に
あ
っ
て
は
大
き
な
励
み
と

な
り
、
在
学
生
に
と
っ
て
も

非
常
に
刺
激
を
受
け
る
会
と

な
っ
た
。

期
の
教
科
書
に
お
け
る
『
宇

治
拾
遺
物
語
』
の
採
択
率
か

ら
、
各
時
期
に
お
け
る
教
育

政
策
の
特
徴
と
変
遷
を
た
ど

ろ
う
と
す
る
。

　
発
表
後
は
活
発
な
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
、
最
後
に
は
各

10月から11月にかけて各学科で学会及び研究発表会を開催。
充実した研究報告と活発な質疑応答、貴重な記念講演等が行われ、有意義な機会となった。

研究の成果を熱心に語る発表者たち

会場では活発な質疑応答が行われた

成
果
の
証
を
掲
げ
る
後
藤
氏
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輝く宇

そ ら

宙へ飛び立とう! ～Let’s do it～

� 励（はげむ）

†

学園祭レポート †

� テーマ●励（はげむ）第５６回倉陵祭 
１０/２８㊏・２9㊐ ※２９日は台風接近のため、講演会のみ実施しました

倉陵祭の精神を確実に継承
倉陵祭実行委員長　伊 藤 寧

やす

規
のり

（神道学科 ３ 年）
　
　実行委員長という大役を担うにあたり倉陵祭の意義・精神を改めて探
究しようと過去のパンフレットをひも解いたところ、「倉陵祭の活動が
地域における文化・学問研究を発展…」との文言を見つけました。ま
た、以前副実行委員長を務めた先輩からは「できるだけ自由に学生らしさを大事にした」と伺
いました。そうして決めたテーマが「励

はげむ

」です。この言葉には学生それぞれが主体性をもって
自らの役割、仕事に励み、ご来場の方々には懸命に取り組む学生の姿を通して励むことの尊さ
を感じてほしいとの願いが込められています。
　今回の倉陵祭は伝統の催しに加え、SNSの開設や模擬店コンテストの開催、部・サークルの
激励会といった新しい試みが提案されるなど、趣向あふれる内容となりました。そして、実行
委員長の最も重要な役目は倉陵祭が終わってから。開催期間こそ一日短くなりましたが、〈短
縮〉ではなく〈凝縮〉と捉え、後輩にその精神を確実に引き継ぎ、継承したいと考えています。

祭　典
　今回初めて祭式教室で執り行われた祭典。
愛知県から訪れたご家族は「正式な神事を見
る機会がほとんどなく、雅楽と所作がこのよ
うに連動して執り行われるのだとわかり非常
に貴重な経験と
なった。息子が
正装を着て真剣
な表情で笙を吹
く姿にもじんと
きた」と感慨深
げに話した。

雅楽体験
　雅楽部による雅楽体験。龍笛や篳篥、笙な
ど普段手にとることのない楽器を演奏できる
とあって人気を博した。「東儀秀樹さんのファ
ン」と語る女性は篳
篥に挑戦。最初は音
が出なかったもの
の、部員に扱い方を
習ううちに吹けるよ
うになり、顔をほこ
ろばせた。

展　示
　各棟の教室やホールでは各部
や研究会が活動の成果を発表・
展示した。来場者の中には大学
施設の見学を兼ね訪れた保護者
も多く、ご子息・ご息女の作品
に見入っていた。

屋外ステージ
　薙刀部やよさこい部 ＂雅＂ の演舞などが披
露された。（記念講堂前）

書道部
　約 １ カ月をかけ書き上げた作品を
発表。書道体験ができるスペースも
用意された。（２１１教室）

ビブロフィリア
　活動報告ポスターの掲示のほか、
ビブリオバトルを開催。（７３２教室）

模擬店
　小雨がぱらつく中、
から揚げやスープ餃子
など２8の模擬店が出店。

樽神輿
　今年は 4 年神道学科と 4 教ミュージカルが
エントリー。１０時から敷地内を巡幸し、表彰
式後は芝生広場にて展示された。

第３８回皇中祭
テーマ●輝く宇

そ ら

宙へ飛び立とう! ～Let’s do it～
１０/２１㊏・２２㊐

協力して成功させることができた
総務委員長　臼 杵 小奈津
　
　台風の影響で一部が延期されるなどのハプニングもありましたが、最高
学年として、また総務委員長としてたくさんの経験をしました。 ３ 年生に
とっては最後の皇中祭ということでクラスでの活動も一段と気合いが入り、これまでにないほ
どの達成感を得ることができました。
　校友会本部役員の ７ 人で何回も話し合い、時には意見が何も出ず、話し合いが滞ることもあ
りました。でも、最後は協力して成功させることができて本当によかったと思っています。
　今回の皇中祭で学んだことはこれからの生活でも生かせることばかりです。先生方や周りの
仲間たちに心から感謝して、これからも充実した日々を送っていきたいと思います。

合唱コンクール
　優勝は合唱曲「空も飛べるはず」を歌った
３ 年B組。 １ 年生の初々しい歌声に ２ 年生の
レベルアップした合唱。全クラスともにすば
らしい合唱
だった中で
３ 年生のハ
ーモニーは
群を抜いて
いた。

祭　典
　記念講堂で厳粛に執り行われた祭典。 ３ 年
Ｂ組担任の馬場裕一教諭が祭主を務めた。

皇中祭実行委員
　第３8回皇中祭の準備段階から企画・運営に
関わり、校友会本部役員とともに皇中祭を盛
り立てた実行委員たち。閉会式では息の合っ
た軽快なダンスでフィナーレを飾った。

クラス展示
　全クラスともに創意工夫を凝らした展示が
披露された。結果は ３ 年B組「アナとデジの
大冒険Technical World」が栄冠を勝ち取っ
た。教室の
中心に据え
られた巨大
砂時計は一
際、圧倒的
な存在感を
放っていた。

B・R・B（ブック・レビュー・バトル）
　今年度で ３ 回目となったB・R・B。各クラ
スの代表者 ６ 名が朝の読書の時間に読んだ本
を紹介する形でその書評を闘わせた。盛んに
ジェスチャーをま
じえるなど、発表
者の表現力が一段
と熱を帯び、聴い
ていた生徒たちも
発表が終わるのを
惜しんでいた。

合唱同好会・
吹奏楽同好会・
日本文化同好会発表
　 １ 日目の午後、記念講堂にて各同好会の発
表が行われた。合唱同好会、吹奏楽同好会に
加え、今年度新たに発足した日本文化同好会
が日頃の練習の成果を発揮した。いずれの発
表も会場から賞賛の拍手を受けていた。

こども広場
　お菓子の空き箱を利用して空気砲を作るな
ど工作を楽しんだ。（倉陵会館 ２ F）
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皇高 N E W S

皇中 N E W S

長
崎
で
感
じ
た「
平
和
の
大
切
さ
」

二
年
五
組　

森
川
陽
菜

想
像
を
遥
か
に
超
え
る
自
然
の
神
秘

二
年
八
組　

山　

中　
　

悠

将
来
は
他
校
と
連
携
し
規
模
の
大
き
い
活
動
に

総
務
委
員
長　

黒
田
結
規

達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
の
連
合
音
楽
祭

一
年
Ａ
組　

刀
根
琉
貴

た
く
さ
ん
学
べ
た
連
合
音
楽
祭

一
年
Ｂ
組　

野
㟢
優
希

言
葉
に
表
す
想
い

皇
學
館
高
校
二
年
七
組　

倉
田
明
沙
希

と
て
も
大
切
な
人

皇
學
館
中
学
校
一
年
Ａ
組　

鈴
木
結
衣

「うたおうよ」「クリスマス」を全員で熱唱
伊勢市中学校連合音楽演劇発表会

通
学
路
の
清
掃
で
地
域
に
恩
返
し

九
州
方
面
へ
の
修
学
旅
行
を
実
施

家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
言
葉
に

「
家
庭
に
感
謝
す
る
日
」の
行
事

校
友
会
の
三
名
に
優
良
生
徒
賞

　
修
学
旅
行
を
終
え
て
感
じ
る
の

は
、
と
て
も
内
容
の
濃
い
四
日
間

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
を

重
ね
る
う
ち
に
今
ま
で
あ
ま
り
興

味
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
九
州
が

徐
々
に
好
き
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
長
崎
の
平
和
公
園
、
原
爆
資

料
館
で
は
今
生
き
て
い
る
こ
と
の

奇
跡
や
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て

あ
ら
た
め
て
真
剣
に
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
集
団
行

動
に
お
い
て
は
他
人
を
思
い
や
り

時
間
を
守
る
こ
と
が
い
か
に
重
要

か
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
充
実
し
た
修
学
旅
行
が
で
き
た

の
も
旅
行
会
社
の
添
乗
員
さ
ん
、

先
生
方
、そ
し
て
旅
先
で
親
切
に

し
て
い
た
だ
い
た
九
州
の
人
た
ち

の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
清
掃
活
動
は
い
つ
も
み
ん

な
が
利
用
し
て
い
る
通
学
路
を
掃

除
す
る
こ
と
で
、
普
段
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
地
域
に
恩
返
し
し
た

い
と
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

五
十
鈴
川
駅
方
面
と
倉
田
山
方
面

に
分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。
い
つ

も
は
何
気
な
く
歩
い
て
い
る
道
で

　
十
月
二
十
一
日
、
津
市
の
三
重

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

第
五
十
三
回
三
重
県
私
学
大
会
が

開
催
さ
れ
、
皇
學
館
高
等
学
校
三

年
の
山
本
瑠
香
さ
ん
（
前
校
友
会

総
務
委
員
長
）と
志
村
日
向
君（
前

　
今
ま
で
ず
っ
と
、
私
は
家
族
と

過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
人

が
そ
う
し
て
家
族
か
ら
た
く
さ
ん

愛
を
も
ら
う
の
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
最
近
に
な
っ
て
気
が
つ
き

ま
し
た
。
人
間
は
誰
だ
っ
て
い
つ

か
別
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ず
っ
と
一
緒
に
い
ら
れ
る
訳
は
な

い
の
で
す
。
い
つ
も
そ
ば
で
支
え

も
、
気
を
つ
け
て
見
る
と
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
空
き
缶
、
空
き
瓶
、
タ

バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど
が
か
な
り
落

ち
て
い
ま
し
た
。
ゴ
ミ
の
多
さ
は

て
く
れ
た
の
は
家
族
で
し
た
。
そ

の
家
族
の
た
め
に
私
は
い
っ
た
い

何
を
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
で
し
ょ

校
友
会
総
務
副
委
員
長
）、皇
學
館

中
学
三
年
の
臼
杵
小
奈
津
さ
ん

（
校
友
会
総
務
委
員
長
）の
三
名
が

優
良
生
徒
と
し
て
表
彰
を
受
け

た
。
山
本
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な

栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
で
き
本
当
に

　
十
月
十
一
日
か
ら
三
泊
四
日
の
日
程
で
九
州
方

面
へ
の
修
学
旅
行
が
行
わ
れ
た
。
今
年
は
行
き
先

を
北
海
道
か
ら
九
州
に
変
更
し
て
の
修
学
旅
行
で

あ
っ
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
当
初
の
予
定
通
り

全
て
の
行
程
を
無
事
に
実
施
で
き
た
。

　伊勢市中学校連合音楽演劇発表会が１１月１４日、シンフォニアテクノロジー響ホー
ル伊勢（旧観光文化会館）にて開催され、本校からは １年生が参加。曲目「うたおう
よ」「クリスマス」を歌い上げた。

　
十
月
三
十
日
、「
家
庭
に
感
謝
す
る
日
」の
行
事
と
し
て
教
職
員
、

生
徒
全
員
で
教
育
勅
語
の
謹
書
を
行
っ
た
。こ
れ
は
、明
治
二
十
三

年
十
月
三
十
日
に
教
育
勅
語
が
渙
発
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
み
昨
年

度
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
。
ま
た
生
徒
は
家
庭
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
作
文
に
綴
っ
た
。
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

　
十
一
月
四
日（
土
）の
午
後
一
時
よ
り
、
校
友
会
本
部
役
員
、
イ

ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
員
及
び
有
志
生
徒
に
よ
る
皇
學
館
通
学
路
の
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
た
。
集
ま
っ
た
お
よ
そ
百
名
の

生
徒
は
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
五
十
鈴
川
駅
か
ら
学
校
周
辺
と

倉
田
山
周
辺
で
二
時
間
ほ
ど
の
作
業
を
行
っ
た
。

　
正
直
な
と
こ
ろ
、
修
学
旅
行
に

行
く
前
は
あ
ま
り
乗
り
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
実
際

に
行
っ
て
み
る
と
魅
力
に
溢
れ
た

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
秋

芳
洞
で
す
。
こ
こ
は
行
く
前
か
ら

私
が
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
て

色
々
と
想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い

た
の
で
す
が
、
そ
の
想
像
を
遥
か

に
超
え
た
素
晴
ら
し
い
光
景
で
し

た
。
今
ま
で
に
訪
れ
た
こ
と
の
な

い
そ
の
空
間
は
ま
さ
に
自
然
の
神

秘
で
三
億
年
と
い
う
月
日
の
長
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
ハ

ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
で
す
。
昼
間
と
夜

ポ
イ
捨
て
を
す
る
人
が
多
い
と
い

う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
少
し
悲

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。「
き

ち
ん
と
ゴ
ミ
を
拾
う
人
は
ポ
イ
捨

て
し
な
い
人
だ
」
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
普
段
か
ら
ゴ
ミ
を

捨
て
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
、
ゴ
ミ
は
自
分
で
処
理
す
る
と

い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
識
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
こ
の
活
動
は
今
後
も

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

他
の
学
校
と
も
連
携
し
、
地
域
の

高
校
生
全
体
で
協
力
で
き
れ
ば
一

層
規
模
の
大
き
い
活
動
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　
僕
が
連
合
音
楽
演
劇
発
表
会
に

参
加
し
て
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は

二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
北
浜

中
学
校
の
太
鼓
の
演
奏
で
す
。
心

臓
に
響
く
太
鼓
の
音
が
と
て
も
大

き
く
、
お
祭
り
の
よ
う
な
雰
囲
気

　
大
き
な
ホ
ー
ル
、
き
れ
い
な
舞

台
。
全
て
が
初
め
て
見
る
光
景
で

し
た
。

　
朝
か
ら
緊
張
し
て
い
た
の
か
、

集
合
時
刻
の
三
十
分
以
上
前
に
会

場
に
つ
い
て
友
達
と
そ
わ
そ
わ
し

て
い
ま
し
た
。
会
場
が
開
き
、
み

ん
な
が
い
っ
せ
い
に
入
場
し
て
席

に
着
き
、
し
ば
ら
く
は
少
し
騒
が

し
い
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
い
よ
い
よ
合
唱
・
合
奏
が
始

ま
り
ま
し
た
。

が
格
好
よ
か
っ
た
で
す
。
僕
も
太

鼓
を
演
奏
し
て
み
た
く
な
り
ま
し

た
。
二
つ
目
は
学
年
全
員
で
歌
っ

た
こ
と
で
す
。
周
り
の
学
校
の
完

成
度
が
と
て
も
高
く
、
自
分
た
ち

　
他
校
の
合
唱
は
人
数
も
多
く
て

声
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
自
分
た

ち
の
出
番
の
時
に
は
心
臓
が
ド
キ

ド
キ
し
て
い
ま
し
た
が
、
歌
い
出

す
と
だ
ん
だ
ん
楽
し
い
気
持
ち
に

な
っ
て
い
っ
て
、
最
後
の
み
ん
な

で
歌
う
頃
に
は
思
っ
て
い
た
よ
り

大
き
な
声
が
出
せ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
連
合
音
楽
祭
で
学
ん
だ
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
今
後
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

間
の
時
間
帯
に
訪
れ
た
の
で
二
つ

の
異
な
っ
た
表
情
を
見
る
こ
と
が

で
き
楽
し
か
っ
た
で
す
。
体
力
的

に
は
疲
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
疲
れ

の
分
だ
け
存
分
に
楽
し
め
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

が
歌
う
こ
と
に
と
て
も
緊
張
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
だ
ん
だ
ん
緊

張
も
な
く
な
り
、
出
来
た
!
と
い

う
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。
最
後
の
全
員
で
の
合
唱
も

あ
ん
な
に
大
勢
で
歌
う
こ
と
が
で

き
て
、
と
て
も
う
れ
し
く
感
じ
ま

し
た
。

　
私
の
母
は
父
の
代
わ
り
に
一
人

で
私
を
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
誰

よ
り
も
私
の
こ
と
を
分
か
っ
て
く

れ
、
い
つ
も
私
の
味
方
で
い
て
く

れ
ま
す
。
祖
母
は
早
く
か
ら
起
き

て
朝
食
な
ど
も
作
っ
て
く
れ
、
と

う
か
。
一
日
で
も
多
く
笑
顔
で
過

ご
し
て
も
ら
い
た
い
し
、
一
緒
に

笑
い
合
う
た
め
に
、
で
き
る
こ
と

は
全
て
す
る
つ
も
り
で
す
。
そ
の

一
つ
と
し
て
、
言
葉
で
感
謝
を
伝

え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
や
教

科
書
な
ど
私
が
何
も
言
わ
な
く
て

も
買
っ
て
き
て
く
れ
、
机
の
上
に

置
い
て
く
れ
ま
す
。
祖
父
は
父
の

代
わ
り
に
塾
や
学
校
の
お
金
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
く

れ
ま
す
。
知
識
が
す
ご
く
あ
り
、

何
で
も
教
え
て
く
れ
る
優
し
い
祖

父
で
す
。
こ
の
三
人
は
私
に
と
っ

て
一
番
身
近
で
大
切
な
存
在
で

す
。
今
ま
で
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

嬉
し
い
。
支
え
て
い
た
だ
い
た
先

生
方
、
協
力
し
て
も
ら
っ
た
生
徒

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」と
話

し
、
志
村
君
は
「
こ
の
受
賞
を
励

み
に
何
事
に
も
一
層
努
力
し
て
い

き
た
い
」、臼
杵
さ
ん
は
「
こ
れ
か

ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
頑

張
り
た
い
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。左が志村君、右は山本さん臼杵さん

息の合ったハーモニーを会場に響かせた

グループで協力してゴミを拾う

ハウステンボスでハイ、ポーズ!

長崎・大浦天主堂前で
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自
覚
を
持
つ

現
代
日
本
社
会
学
科
二
年　

伊　

藤　
　

健

「
愛
国
心
」思
い
起
こ
す

神
道
学
専
攻
科　

塩
見
主
税

全国大会2回戦進出（男子団体）
東海大会男女アベック優勝

大学・柔道部
　
本
学
柔
道
部
・
男
子
が
十

月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
に

兵
庫
県
尼
崎
市
で
行
わ
れ
た

全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
団

体
優
勝
大
会
に
出
場
。
二
回

戦
で
東
洋
大
（
同
大
会
で
ベ

ス
ト
８
）に
敗
れ
た
も
の
の
、

相
手
に
引
け
を
取
ら
な
い
試

合
内
容
で
そ
の
実
力
を
証
明

し
た
。
ま
た
、
十
一
月
十
九

日
に
開
催
さ
れ
た
東
海
学
生

柔
道
冬
季
優
勝
大
会
で
は
本

学
史
上
初
、
男
女
揃
っ
て
の

優
勝
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂

げ
た
。

　
就
任
し
て
六
年
。
無
名
か

ら
全
国
大
会
常
連
へ
と
導
い

て
き
た
佐
藤
武
尊
部
長
は

「
常
に
自
分
で
考
え
る
力
を

付
け
る
と
同
時
に
経
験
値
を

積
み
重
ね
る
こ
と
で
自
覚
、

覚
悟
が
芽
生
え
、
よ
う
や
く

全
国
で
戦
え
る
チ
ー
ム
に
な

っ
て
き
た
」
と
評
す
る
。
朝

晩
の
練
習
時
間
は
自
主
ト
レ

も
含
め
る
と
六
時
間
ほ
ど
。

質
・
量
と
も
に
「
日
本
一
」

を
自
負
す
る
厳
し
い
稽
古
だ

が
、
決
し
て
押
し
付
け
や
強

制
で
は
な
い
。
今
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
に
間
違
い
は
な

い
と
い
う
自
信
、そ
し
て“
悔

し
い
”“
勝
ち
た
い
”気
持
ち

が
自
然
と
彼
ら
を
道
場
へ
向

か
わ
せ
る
。
佐
藤
部
長
曰
は

く
「
純
粋
、従
順
、純
朴
」
な

部
員
た
ち
。
部
長
と
の
強
い

信
頼
関
係
の
も
と
、
地
道
に

鍛
錬
に
取
り
組
む
ひ
た
む
き

な
姿
勢
が
好
循
環
を
生
み
出

し
、
か
つ
て
な
い
、
い
い
雰

囲
気
を
醸
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
全
国
大
会
に
は
無
縁
だ

っ
た
彼
ら
が
こ
こ
ま
で
這
い

上
が
っ
て
き
た
。
ゼ
ロ
か
ら

始
ま
っ
た
チ
ー
ム
が
こ
こ
ま

で
や
れ
る
と
こ
ろ
を
見
せ
、

森繁久彌氏直筆の
逍遥歌寄贈

　
十
一
月
十
三
日
、
本
校
校

長
室
に
お
い
て
森
繁
久
彌
氏

筆
跡
贈
呈
並
び
に
感
謝
状
贈

呈
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
寄

贈
を
受
け
た
筆
跡（
逍
遥
歌
）

は
、
昭
和
の
芸
能
界
を
代
表

す
る
国
民
的
俳
優
の
森
繁
久

彌
氏（
故
人
）に
よ
り
書
か
れ

た
も
の
。
次
男
で
あ
る
森
繁

建た
つ
る

氏
と
船
舶
を
通
じ
て
親
交

の
深
か
っ
た
本
校
同
窓
会
第

八
代
会
長
の
西
井
勝
昭
氏

（
故
人
）が
平
成
七
年
七
月
三

十
日
に
開
催
さ
れ
た
皇
學
館

高
等
学
校
同
窓
会
創
立
三
十

周
年
記
念
講
演
会
へ
の
出
演

を
久
彌
氏
に
依
頼
し
、
氏
が

本
校
を
訪
れ
た
際
、
勝
昭
氏

に
贈
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
勝

昭
氏
は
逝
去
さ
れ
、
筆
跡
も

人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
ご
遺
族（
実
弟
）

の
西
井
幸
男
氏
（
本
校
第
十

三
期
卒
業
生
）
が
遺
品
整
理

の
折
に
見
つ
け
、「
こ
の
筆
跡

は
名
が
記
さ
れ
て
い
る
皇
學

館
で
の
所
蔵
が
望
ま
し
い
」

と
幸
男
氏
の
同
級
生
で
あ
る

岩
崎
真
理
教
諭
を
通
じ
て
寄

贈
の
意
を
示
さ
れ
、
贈
呈
式

を
執
り
行
う
運
び
と
な
っ

た
。
こ
の
貴
重
な
筆
跡
の
寄

贈
に
対
し
上
村
桂
一
校
長
か

ら
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ

た
。
贈
呈
式
後
、
幸
男
氏
は

筆
跡
を
眺
め
な
が
ら
校
長
に

講
演
会
当
時
の
様
子
を
懐
か

し
げ
に
話
し
て
い
た
。

県
内
十
三
校
か
ら
三
十
二
名
が
参
加

第
十
八
回
高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　
本
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は
十

月
二
十
二
日
、
三
重
県
教
育
委
員
会
・
三
重

県
高
等
学
校
英
語
教
育
研
究
会
・
公
益
財
団

法
人
日
本
英
語
検
定
協
会
・
中
日
新
聞
社
の

後
援
を
受
け
、「
第
十
八
回
高
校
生
英
語
ス
ピ

ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
た
。
台
風
の

接
近
す
る
中
、
当
日
は
県
内
十
三
校
か
ら
集

ま
っ
た
参
加
者
三
十
二
名
が
そ
れ
ぞ
れ
教
科

書
や
副
読
本
な
ど
を
題
材
に
約
三
分
間
の
ス

ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。小
道
具
を
使
用
し
た
り
、

身
振
り
手
振
り
を
つ

け
た
り
と
工
夫
を
凝

ら
し
た
発
表
も
あ
り
、
終
了
後
は
ほ
っ
と
し

た
顔
つ
き
で
席
に
戻
っ
た
。
審
査
委
員
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

ー
・
メ
イ
ヨ
ー
准
教
授
は
「
多
岐
に
わ
た
る

テ
ー
マ
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
や
表
現

に
合
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
の

工
夫
が
伺
え
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
準

備
を
通
し
さ
ら
に
英
語
力
を
身
に
付
け
ら
れ

た
で
し
ょ
う
。引
き
続
き
英
語
学
習
に
励
み
、

将
来
は
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
講
評
し
た
。
入
賞
者
は
左
記
の
通
り
。

「
初
穂
曳
」一
番
車
を
約
二
百
名
が
奉
曳

　
神
様
に
新
穀
を
捧
げ
る
伊
勢
神
宮
の
大
祭
「
神

嘗
祭
」
を
お
祝
い
す
る
「
神
嘗
奉
祝
祭
」。
そ
の
中

で
執
り
行
わ
れ
る
「
初
穂
曳
」
行
事
に
本
学
の
学

生
約
二
百
名
が
参
加

し
た
。「
初
穂
曳
」に

は
二
十
年
に
一
度
行

わ
れ
る
「
お
木
曳
行

事
」
や
「
お
白
石
持

行
事
」
の
技
術
や
伝

統
文
化
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
意
味
も
込
め

ら
れ
て
い
る
。

　
奉
曳
で
は
、
黒
い
法
被
を
身
に
ま
と
い
采ざ
い

を
振

る
皇
學
館
奉
曳
会
（
学
生
有
志
に
よ
る
木
遣
り
団

体
）の
学
生
十
三
名
が
、紫
色
の
法
被
を
着
た
曳
き

手
の
学
生
た
ち
約
百
九
十
名
を
木
遣
り
の
音
頭
で

リ
ー
ド
。
木
遣
り
と
曳
き
手
の
学
生
が
一
体
と
な

り
、
外
宮
ま
で
の
約
一
キ
ロ
を
心
を
込
め
て
奉
曳

し
た
。
外
宮
北
御
門
到
着
後
は
皇
學
館
奉
曳
会
の

学
生
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
が
稲
束
を
持
っ
て
参
道

を
進
み
、
五
丈
殿
に
稲
束
を
奉
納
し
た
後
、
御
垣

内
参
拝
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

日
本
を
愛
し
、先
人
を
敬
う
心
新
に

参
拝
見
学
・
山
室
山
参
拝

　
本
学
恒
例
の
参
拝
見
学
・
山
室
山
参
拝
が
十
一
月
一
日
に
行
わ
れ
、
全
学
部
生
及
び

専
攻
科
の
学
生
、
教
職
員
が
参
加
し
た
。
以
下
に
学
生
の
声
を
紹
介
す
る
。

「
発
信
力
の
大
切
さ
と

三
重
の
魅
力
に
気
付
け
た
三
日
間
」

U
N

IC
O

M
 ２０１７　

第
二
回
大
学
生
国
際
会
議
in
三
重

　
ポ
ス
ト
サ
ミ
ッ
ト
事
業
の

一
環
と
し
て
、
三
重
県
と
㈳

Ｋ
Ｉ
Ｐ
知
日
派
国
際
人
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
共
催
に
よ

り
、
昨
年
度
初
め
て
実
施
さ

れ
た
「
大
学
生
国
際
会
議
in

三
重
」。そ
の
第
二
回
が
十
一

月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
の
日

程
で
鳥
羽
市
答
志
島
を
メ
イ

ン
会
場
に
開
催
さ
れ
、
県
内

の
大
学
生
と
留
学
生
七
十
七

名
が
干
物
づ
く
り
や
漂
着
ゴ

ミ
拾
い
な
ど
の
体
験
の
ほ

か
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
討
論

を
行
い
、
交
流
を
深
め
た
。

　
三
重
県
学
生
側
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
約
四
カ
月
前
か
ら

準
備
に
取
り
組
ん
で
き
た
の

は
山
中
久
澄
君（
現
日
四
年
）

だ
。
山
中
君
は
事
前
研
修
や

ス
カ
イ
プ
を
利
用
し
、
Ｋ
Ｉ

Ｐ
と
討
論
の
テ
ー
マ
や
参
加

者
へ
の
情
報
共
有
の
仕
方
を

話
し
合
っ
て
き
た
。
そ
う
し

て
決
ま
っ
た
の
が
グ
ロ
ー
バ

ル
テ
ー
マ
「
若
者
と
環
境
規

制
〜
大
学
内
に
お
け
る
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
販
売
を
禁
止
す

べ
き
か
〜
」
と
ロ
ー
カ
ル
テ

ー
マ
「
海
女
漁
の
継
承
と
発

展
に
つ
い
て
若
者
と
し
て
で

き
る
こ
と
」
の
二
つ
。
両
テ

ー
マ
と
も
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
、
観
点
か
ら
白
熱
し
た
議

論
が
交
わ
さ
れ
た
。「
英
語
が

話
せ
な
い
と
外
国
人
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の

は
難
し
い
と
い
う
固
定
概
念

が
な
く
な
っ
た
」と
山
中
君
。

県
内
の
有
名
な
観
光
地
に
つ

い
て
、
多
く
の
外
国
人
が
三

重
県
に
あ
る
と
わ
か
っ
て
い

な
い
事
実
も
新
た
な
発
見
だ

っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
当
初

は
軽
い
気
持
ち
で
参
加
し
た

も
の
の
、
Ｋ
Ｉ
Ｐ
や
三
重
県

の
担
当
者
、
答
志
島
の
皆
さ

ん
と
関
わ
る
う
ち
に
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
っ
て
い
っ

た
と
言
い
、「
何
事
も
取
り
組

ん
で
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
は

じ
め
の
一
歩
を
踏
み
出
し

て
」
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の

大
切
さ
を
説
い
た
。「
柔
軟
な

考
え
を
持
っ
た
人
に
な
り
た

い
」
と
語
る
山
中
君
。
大
い

に
触
発
さ
れ
た
三
日
間
と
な

っ
た
よ
う
だ
。

各学年の参拝・見学先
学年 学部 参拝・見学先

１ 年 文 学 部 山室山（参拝・献詠・講話）
本居宣長記念館

２ 年

文 学 部 滝原宮
丹生神社・神宮寺（丹生大師）

教育学部
二見興玉神社
金剛証寺
内宮（一般参拝）

現代日本
社会学部

神宮徴古館
滝原宮
万協製薬㈱

3 年 文 学 部
伊雑宮
海の博物館
金剛証寺

４ 年 文 学 部 結城神社
三重県総合博物館

専 攻 科 山室山（参拝・献詠・講話）
斎宮歴史博物館

　
十
一
月
一
日
、
全
学
行
事

で
あ
る
山
室
山
参
拝
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
山
室
山
に
は
本

居
宣
長
大
人
の
奥
墓
が
あ
り

ま
す
。
直
前
に
日
本
列
島
に

接
近
し
た
台
風
二
十
二
号
の

影
響
に
よ
り
参
拝
路
の
状
態

が
悪
く
、
安
全
上
の
考
慮
に

よ
り
中
腹
か
ら
の
遥
拝
と
な

り
ま
し
た
。
神
事
に
引
き
続

き
献
詠
歌
の
詠
唱
、
板
東
准

教
授
に
よ
る
講
話
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
話
で
は
、
宣
長

大
人
が
医
師
と
し
て
の
本
業

の
傍
ら
で
あ
り
な
が
ら
約
四

十
年
に
亘
り
成
し
遂
げ
た
不

朽
の
業
績
の
数
々
と
、
そ
れ

を
支
え
た
「
日
本
を
信
じ
る

心
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。「
日
本
を
信
じ
る

心
」
と
は
、
日
本
は
決
し
て

諸
外
国
に
比
し
て
劣
っ
た
国

で
は
な
く
優
れ
た
独
自
性
を

有
し
て
い
る
と
信
じ
る
こ
と

で
、
そ
れ
を
探
求
し
証
明
す

る
た
め
の
学
問
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
私

は
「
愛
国
心
」
と
い
う
言
葉

を
思
い
起
こ
し
ま
し
た
。
愛

国
心
は
、
こ
の
国
に
生
き
る

こ
と
を
喜
び
誇
り
に
思
う
心

で
す
。
宣
長
大
人
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
先
人
に
恵
ま
れ

た
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
た
参

拝
で
し
た
。

　
滝
原
宮
は
滝
原
宮
、
滝
原

並
宮
と
二
つ
の
別
宮
が
並
ん

で
鎮
座
さ
れ
て
お
り
、
遠
く

離
れ
た
場
所
で
天
照
大
御
神

を
祀
る
こ
と
か
ら
磯
部
の
伊

雑
宮
と
と
も
に
「
大
神
の
遙と

お
の

宮み
や

」
と
呼
ば
れ
厚
く
崇
敬
さ

れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
神
域

に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
ひ
ん

や
り
と
澄
ん
だ
空
気
が
身
体

を
包
み
、
自
然
と
姿
勢
が
正

さ
れ
る
よ
う
な
荘
厳
な
雰
囲

気
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　
万
協
製
薬
さ
ん
で
は
企
業

理
念
や
発
展
の
歴
史
を
お
伺

い
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
お
客
様
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
か
が
原

点
」
と
の
社
長
の
お
話
に
、

常
に
自
分
に
何
が
出
来
る
か

考
え
る
大
切
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
機
会
に
恵
ま
れ

た
こ
と
を
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
現
代
日
本
社
会
学
部
で

学
ぶ
者
と
し
て
日
本
を
動
か

し
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材

に
な
り
た
い
、
ま
た
皇
學
館

大
学
生
と
し
て
神
道
の
精
神

の
尊
さ
を
感
じ
た
一
日
で
し

た
。

柔
道
界
の
常
識
を
ひ
っ
く
り

返
し
た
い
」
と
佐
藤
部
長
。

全
国
大
会
に
出
場
す
る
力
を

持
っ
た
今
、
め
ざ
す
次
な
る

ス
テ
ー
ジ
は
ベ
ス
ト
８
。
新

た
な
歴
史
を
刻
む
日
は
遠
く

な
さ
そ
う
だ
。

　学
生
た
ち
の
勇
姿
に

カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
を

向
け
る
方
も
多
数
見

ら
れ
た

感謝状を手にした西井さん（右）と
上村校長

本学史上初、男女揃って優勝した東海大会

「
は
じ
め
の
一
歩
が
大
事
」と
山
中
君

第
一
位　

青
井
瞳
実
さ
ん（
セ
ン
ト
ヨ
ゼ
フ
女
子
学
園
高
等
学
校
１
年
）

第
二
位　

松
井
龍
海
さ
ん（
津
田
学
園
高
等
学
校
２
年
）

第
三
位　

松
平
頌
子
さ
ん（
高
田
高
等
学
校
２
年
）

優勝した青井さん

7 皇 學 館 学 園 報（  ）　第71号  平成２9年1２月２0日



編
集
後
記

　
全
日
本
大
学
駅
伝
に
お
い
て
駅

伝
競
走
部
が
初
出
場
な
が
ら
自
校

の
た
す
き
を
繋
ぎ
、
目
標
順
位
内

の
十
七
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。
柔

道
部
は
東
海
大
会
で
本
学
史
上

初
、
男
女
揃
っ
て
の
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。
両
部
に
共
通
す
る
の

は
部
員
た
ち
が
監
督
と
の
強
い
信

頼
関
係
の
も
と
、「
主
体
的
」
に
動

い
て
い
る
点
で
す
。
自
ら
の
意
志

で
行
動
し
、
責
任
を
持
つ
。
だ
か

ら
こ
そ
、
目
標
を
実
現
で
き
た
喜

び
、
達
成
感
は
ひ
と
し
お
だ
っ
た

は
ず
で
す
。
生
涯
に
わ
た
り
忘
れ

得
ぬ
記
憶
と
し
て
、
彼
ら
の
心
の

中
で
輝
き
続
け
る
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。�

【
企
画
部
】

　
大
阪
市
に
鎮
座
す
る
今
宮
戎
神
社
で

毎
年
正
月
九
日
か
ら
十
一
日
に
か
け
行

わ
れ
る
十
日
え
び
す
の
祭
礼
の
様
子
を

千
三
百
余
体
の
和
紙
人
形
を
用
い
て
表

現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
で
す
。
十
日
え
び
す

の
祭
礼
に
お
い
て
は
、
福
笹
に
吉き
つ

兆ち
よ
う

を

取
り
付
け
授
与
す
る
小こ

宝だ
か
ら

と
称
さ
れ
る

商
売
繁
盛
の
縁
起
物
の
授
与
を
は
じ

め
、
献
鯛
行
事
、
文
楽
奉
納
、
神
楽
奉

納
等
々
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
三
カ
日
に

わ
た
り
賑に
ぎ

々に
ぎ

し
く
行
わ
れ
ま
す
。
な
か

で
も
宝ほ

恵え

駕か

籠ご

は
、
南
地
の
花は
な

街ま
ち

か
ら

芸げ
い

妓ぎ

連
が
こ
の
駕
籠
に
乗
り
、幇ほ
う

間か
ん（
た

い
こ
も
ち
）
の
か
け
声
勇
ま
し
く
繰
り

出
し
、
境
内
に
練
り
込
む
様
は
祭
礼
の

賑
わ
い
を
如
実
に
あ
ら
わ
し
て
い
ま

す
。
こ
の
祭
礼
に
家
ご
と
に
参
詣
し
な

い
大
阪
人
は
い
な
い
と
伝
え
ら
れ
、
近

郷
か
ら
の
参
詣
者
も
含
め
江
戸
時
代
よ

り
大
変
な
賑
わ
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
尚
、
ジ
オ
ラ
マ
の
時
代
背
景
は
江

戸
時
代
末
頃
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
英
国
・
ケ
ン
ト
大
学
夏
期
英
語
研
修
が
八
月
五
日
か
ら
九
月
一
日
に

か
け
て
実
施
さ
れ
、七
名
の
学
生
が
参
加
し
た
。
今
回
は
宮
本
祐
希
さ
ん（
国
文

二
年
）の
感
想
を
紹
介
す
る
。

加
し
ま
し
た
。

　
　
授
業
で
苦
労
し
た
点
は

何
で
す
か
。

◆
研
修
最
終
日
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
前
日
ま
で

発
表
原
稿
の
英
文
作
り
に
悩

ま
さ
れ
ま
し
た
。
私
の
班
は

「
日
本
と
英
国
の
金
銭
使
途

の
特
徴
と
違
い
」を
ト
ピ
ッ
ク

に
し
た
の
で
す
が
、
資
料
準

備
の
た
め
、
街
や
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
様
々
な
世
代
や
国
籍

の
方
に
取
材
し
た
り
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
撮
影
し
た

り
と
、
今
ま
で
に
な
い
経
験

を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
現
地
で
新
た
に
発
見
し

た
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く

だ
さ
い
。

◆
運
動
が
苦
手
な
私
で
す

が
、
以
前
か
ら
興
味
を
持
っ

て
い
た
英
国
発
祥
の
ス
ポ
ー

ツ
「
ク
リ
ケ
ッ
ト
」
に
挑
戦

し
た
ら
予
想
外
に
う
ま
く
で

き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ま

た
や
っ
て
み
た
い
で
す
。

　
　
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
聖
堂

で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
何

で
す
か
。
神
宮
と
の
違
い
を

感
じ
ま
し
た
か
。

◆
大
司
教
の
ト
ー
マ
ス
・
ベ

ケ
ッ
ト
が
暗
殺
さ
れ
た
祭
壇

の
前
に
立
っ
た
時
は
、
約
八

百
五
十
年
前
に
こ
こ
で
人
が

殺
さ
れ
た
の
だ
と
胸
に
迫
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
両
者

の
違
い
に
つ
い
て
は
カ
ン
タ

ベ
リ
ー
大
聖
堂
は
構
内
に
、

神
宮
は
外
の
自
然
に
重
き
を

置
い
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
研
修
を
通
じ
て
成
長
し

た
と
思
う
こ
と
は
何
で
す
か
。

◆
毎
日
現
地
の
人
の
会
話
を

聞
い
て
い
た
の
で
リ
ス
ニ
ン

グ
力
が
向
上
し
た
と
思
い
ま

す
。
授
業
で
は
発
音
方
法
を

熱
心
に
教
え
て
い
た
だ
い
た

の
で
、
以
前
よ
り
気
を
付
け

て
発
声
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
交
流
行
事
の

中
で
、
英
語
で
箸
の
使
い
方

や
ミ
ニ
絵
巻
の
作
り
方
を
教

え
る
こ
と
が
で
き
、
実
践
を

通
し
て
英
語
に
対
す
る
自
信

が
つ
き
ま
し
た
。

　
　
語
学
力
を
ア
ッ
プ
す
る

に
は
ど
の
よ
う
な
勉
強
法
が

効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
か
。

◆
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
方
と
会
話

を
す
る
の
が
最
も
有
効
だ
と

思
い
ま
す
。
洋
楽
を
聴
く
だ

け
で
も
英
語
の
発
音
に
慣
れ

る
こ
と
が
で
き
、
参
考
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
趣
味
や
興
味
の
あ
る
分

野
と
絡
め
て
英
語
を
学
ぶ
の

も
効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
話

題
で
現
地
の
先
生
と
盛
り
上

が
り
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。

　
　
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を

今
後
の
学
生
生
活
、
将
来
に

ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
き

た
い
で
す
か
。

◆
将
来
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
を

訪
れ
る
こ
と
が
夢
な
の
で
、

語
学
力
だ
け
で
な
く
生
活
面

で
の
経
験
も
活
か
し
、
夢
を

叶
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
同
研
修
へ
の
参
加
を
検

討
し
て
い
る
学
生
に
対
し

て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
英
語
に
自
信
が
な
く
て
も

現
地
の
先
生
が
根
気
強
く
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
る
の
で
安

心
し
て
く
だ
さ
い
。
滞
在
す

る
中
で
人
生
の
糧
と
な
る
数

多
く
の
経
験
を
積
む
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

皇
學
館
・
ケ
ン
ト
大
学 

学
術
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
巡
礼
地
と
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
ー
」を
開
催

　
冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
田

浦
雅
徳
文
学
部
教
授
が
ケ
ン

ト
大
学
卒
の
カ
ズ
オ
・
イ
シ

グ
ロ
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

を
受
賞
し
た
話
題
に
触
れ
る

な
ど
和
や
か
な
雰
囲
気
で
始

ま
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
二

部
構
成
で
行
わ
れ
、
一
部
は

ロ
ネ
イ
ン
博
士
が
「
記
憶
、

記
憶
術
と
巡
礼
地
」
と
題
し

講
演
し
た
。
そ
の
中
で
ロ
ネ

イ
ン
博
士
は
教
会
等
の
宗
教

的
建
造
物
が
「
記
憶
の
場
」

と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
歴

史
や
神
社
が
持
つ
記
憶
の
機

能
に
つ
い
て
考
察
。
神
宮
が

遷
宮
に
よ
っ
て
過
去
の
生
活

様
式
を
伝
え
な
が
ら
新
し
い

世
代
の
参
加
を
促
し
て
き
た

一
方
、
英
国
国
教
会
の
総
本

山
で
あ
る
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大

聖
堂
は
時
代
や
信
仰
の
有
り

様
の
変
遷
に
あ
わ
せ
内
装
や

そ
の
姿
を
常
に
変
化
さ
せ
て

き
た
、
な
ど
と
論
じ
た
。

　
二
部
は
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン

博
士
が
「
聖
な
る
も
の
を
巡

っ
て
：
近
世
の
カ
ン
タ
ベ
リ

ー
大
聖
堂
構
内
と
そ
の
周

辺
」
と
の
テ
ー
マ
で
登
壇
。

十
六
、
十
七
世
紀
に

お
け
る
聖
と
俗
の
関

係　
　
カ
ン
タ
ベ
リ

ー
大
聖
堂
を
例
に
聖

職
者
や
周
辺
の
小
売

業
者
等
が
ど
の
よ
う

に
関
係
し
共
同
体
を

形
成
し
て
き
た
か
、

こ
の
地
域
に
お
け
る
境
界
領

域
、
住
居
、
物
品
な
ど
の
物

質
文
化
が
共
同
体
の
維
持
に

果
た
し
て
き
た
役
割
に
つ
い

て
省
察
し
た
。

　
聴
講
し
た
稲
垣
佑
君
（
コ

ミ
ュ
一
年
）は「
遷
宮
と
の
比

較
や
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
聖
堂

に
つ
い
て
初
め
て
知
っ
た
こ

と
が
多
く
、
非
常
に
勉
強
に

な
っ
た
」と
感
想
を
話
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
メ

イ
ヨ
ー
准
教
授
は
「
神
宮
は

実
際
に
訪
れ
な
い
と
な
か
な

か
伝
わ
ら
な
い
部
分
が
多

い
」
と
、
両
博
士
の
来
日
を

歓
迎
。「
と
も
に
聖
地
に
建
つ

大
学
と
し
て
違
い
や
共
通
点

を
探
り
、
互
い
に
新
し
い
視

点
か
ら
自
分
た
ち
の
研
究
を

深
め
ら
れ
た
ら
」
と
、
将
来

は
共
同
研
究
書
籍
の
出
版
も

視
野
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通

じ
た
学
術
交
流
の
進
展
に
期

待
を
寄
せ
た
。

日
し
か
滞
在
で
き
ず
英
語
を

話
す
機
会
も
少
な
か
っ
た
の

で
、
も
っ
と
語
学
力
を
向
上

さ
せ
間
近
で
英
国
の
文
化
を

感
じ
て
み
た
い
と
思
い
、
参

　
　
参
加
し
た
理
由
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

◆
小
学
生
の
頃
か
ら
英
国
文

化
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
昨

秋
、
旅
行
で
訪
れ
た
際
は
数

ケ
ン
ト
大
学
夏
期
英
語
研
修
・
参
加
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

実
践
を
通
じ
て
自
信
が
つ
い
た

　
本
学
と
活
発
な
学
術
交
流
を
推
し
進
め
て
い
る
ケ
ン
ト
大
学
よ
り
ロ
リ
ー
・

ロ
ネ
イ
ン
博
士
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
博
士
が
初
来
学
。
十
月
二

十
五
日
、「
巡
礼
地
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
皇
學
館
大

学
津
田
学
術
振
興
基
金
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
講
演
を
行
っ
た
。

往
時
の
賑
わ
い
を
そ
の
ま
ま
に

皇學館ミュージアム　

今宮戎神社十日えびす
「えべっさんのお祭り」
和紙人形ジオラマ

中西京子とやまと鳳
おおとり

人形スタジオ制作

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

佐
川
記
念
神
道
博
物
館

学
芸
員
・
教
授
　
岡
田
芳
幸

ロネイン博士

リチャードソン博士

宮本さん

ロ
ン
ド
ン
・
ビ
ッ
グ
ベ
ン
前
で

講演の合間に披露された雅楽部による「豊栄の舞」を興
味深げに見守る両博士

イベント情報（12～2月）
12
月

 2３  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

神道と仏教　神仏習合と明治維新の神仏分離　 
「施福寺における神仏習合と神仏分離離」
河野　訓（文学部教授）

1
月

 1３  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

『古事記』を読む　成務天皇〜応神天皇の段 
「応神天皇㈡」　白山芳太郎（文学部教授）

 2０  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

１日・短期講習会 『日本書紀』を読む 
「綏靖天皇〜開化天皇」　
大島信生（文学部教授）

 2６  金  山路克文教授 退任記念講義  431教室

私と社会福祉　医療福祉問題にかかわって2５年　
山路克文（現代日本社会学部教授）

 2７  土  深津睦夫教授 退任記念講義  621教室

伊勢新名所絵歌合について
深津睦夫（文学部教授）

 2７  土  岡田芳幸教授 退任記念講義  231教室

宝物（文化財）保護思想の形成と展開
岡田芳幸（研究開発推進センター教授・佐川記念神道博物館学芸員）

 2７  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

神道と仏教　神仏習合と明治維新の神仏分離　 
「善峰寺における神仏習合と神仏分離」
河野　訓（文学部教授）

2
月

  ３   土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

１日・短期講習会 『伊勢参宮名所図会』を読む 
「日岡嶺〜大津・走井」　
岡野友彦（文学部教授）

 1０  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

『古事記』を読む　成務天皇〜応神天皇の段 
「応神天皇㈢」　白山芳太郎（文学部教授）

 1７  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

１日・短期講習会 『日本書紀』を読む 
「崇神天皇�」　大島信生（文学部教授）

◉各講座の詳細につきましては、本学ホームページにてご確認ください。
◉共催講座（近鉄文化サロン阿倍野）のみ、有料です。お問い合わせは近鉄文
化サロン阿倍野（☎０６−６６２５−１７７１）へお願い致します。

◉その他お問い合わせは、皇學館大学地域連携推進室（☎０５９６−２２−８６３５）
へお願い致します。
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